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，s
h
v且
9
w
，
巳
b
'
a，
で
ん
だ

a
'
E

，

E
E
-
-
h
v
ι

ふ
，
、
し
白
星
ゆ

管
て
申
し
遁
ぺ
し
蜘
〈
、
曲
解
来
像
致
尼
衆
を
し
て
、
縛
道
一
に
従
事
せ
し
む
る
に
は
、
従
来
の
習
慣

を
膨
し
て
、
知
弘
樹
の
成
劇
的
の
桁
〈
、
流
動
町
山
ゆ
る
餅
訟
は
と
て
も
崎
町
、
り
艇
か
る
ぺ
り
れ
ば
、
山
帆
叫
酌

‘

9
b

ぜ
い
，
、
担
畠
主
ぴa
u
v
u
'
で
ん
L
・
9
E
a
'

寺
亀
4

虫
色
沼
ヲ
盛
田
・

'
b

・

a
'
'
ι

を
以
て
、
家
政
科
及
裁
縫
の
縛
習
所
と
し
て
、
正
し
き
規
則
を
設
砂
て
‘
傍
致
思
想
を
養
ふ
事
に
し

E
a
，

w
u
b

ぜ
ん
3
h
B

鼠
包
且
ら
い
室
内
包

g
t
-
s

，
，
‘
，

r
'
骨
で

ι
ι

ふ
巴
孟

授
識
の
前
後
に
は
大
み
お
ゃ
な
る
如
来
の
前
仁
、
新
購
を
捧
「
る
様
じ
せ
し
ゅ
て
、
岡
規
の
縛
習
所

L
A
f
a

晶
で

-
-
H
v
a

，

E
'
A
t
担
い
で
ん
詑
・'L

盆
事

A
v
-
4
h
v
h
F
w
-
4
b
h
r

‘
孟
訟
を

十
筒
所
位
ち
出
来
な
ば
、
一
人
の
誕
廻
縛
遁
師
を
設
帥
り
て
、
月
に
二
回
の
致
曾
を
催
し
、
英
の
節

は
m
u
r
は
が
仇
蹴
・
日
出
艇
の

w
m九
脈
お
釦
引
を
以
て
虻
緋
し
た
る
が
殿
町
秘
鮮
め
、
川
和
叫
ん
の
獄
脱
却
艇
は

鋭
縦
、
的
都
底
に
も
駅
間
す
ぺ
〈
、
釈
税
制
知
秘
伝
叡

A
U智
ぺ
き
附
b
は
、
船
即
日
刈
と
し

τ
芳
一
貯
水
の
哉

・
9
h
v

』Fん
，
‘
，

h
v先
食

ζ
'
畠

h
v巳
b
'
h
v
r
'

会
ヨ

&
E
w
b
B
a

い
〈
巴
か
ん

婦
と
し
て
.
遺
憾
な
き
様
に
致
し
度
L
o

後
家
尼
朱
と
し
τ
は
、
以
上
の
如
き
の
事
業
及
び
育
児
看

官
製
の
野
町
m
F艇
を
飢
て
、
配
色
V
賢
官
泊
す
る
仁
一
指
ぎ
れ
ば
、
配
に
僻
般
の
民
恥
い

ζし
て
、
世
仁
一
叡



え
ん
ζ
&

陥V
A
V
-
‘
k
t
b
・
'
h
・
'
t

骨
』
t
h
p
，
，
、
昨
‘
，
L
b
a
，
盛
田
，
，
E
E
け
も
し
且
ん
の
い
F

摘
せ
ら
る
、
事
必
せh
，
。
叉
克
明
的
家
魔
を
造
る
ぺ
き
致
師
と
な
る
ぺ
き
宗
散
の
女
散
師
は
、
文
明

僚
と
い
は
る
、
院
総
に
総
て
も
、
れ
拘
〈
税
せ
ぎ
る
を
川
町
て
膨
れ
ば
、
恥
山
較
に
駅
じ
て
民
欧
や
る
貯
僻

a
h
告
が
ほ
い
晶
畠
L
ん

は
、
強
も
に
排
す
ぺ
き
に
非
4
F
Bと信
予
。

出
明
て
銃
駄
V
舵
配
即
す
る
に

U
Bん
で
は
、
艇
が
の
が
瞬

V
副
知
へ
て
、
が
附
加

ω明
日μぶ
引r釦
旬
以
凪
と
も
に
、

e
h
v
，
、
H
9
L
A
-
-
し
ん
し
畠
え
主
二
喜
E
'
a
，
E
け
‘
，
し
忌
え
せ
き
-
-
A

生
活
せ
し
む
る
に
あ
れ
ば
、
信
仰
心
の
所
依
な
る
慮
な
か
る
ぺ
か
らAY
o滞
土
致
所
依
の
趣
文
は
、

M
A普
A
v
a
，
，
，
，
.
‘
た
か
も
u
，
、
主
寺
島
V
・
，
・
・

z
，
す
b
a
に
主
畠
い
4
b
・
'
h
a
，
ね
ん
と
，
、
し
瓦
a
，
‘
ヲ

三
部
経
な
b
o

三
置
は
叉
贋
博
な
・90
依
っ
て
三
躍
中
の
粋
を
抜
き
た
る
如
来
光
明
歎
徳
章
を
以

4
静
い
晶
ん
L
ん
か
‘
，
L
主
え
く
白
い
晶
ん
せ
u
v
‘
ん
主
巳

k

ら
い
4
師
事
の
う
K
L
・
-
，
，
.
，
t
u

て
、
曾
員
信
仰
の
所
依
と
し
、
曾
員
は
こ
の
重
文
に
依b
て
、
如
来
光
明
に
依
b

て
の
修
養
を
加
へ

こ
f
師
'
8
a
，
孟
，
、
L
n
q
E
a
v
-
-
i
，
ご
て
ら
ゐ
怠
9
t
4
相
、
め
も
‘
.
，
酢
と
ζ
&
‘
，
、
て
寺
こ
h
H

新
の
光
明
に
依
り
て
、
活
動
し
相
互
に
照
し
合
ひ
、
会
〈
光
明
中
の
人
花
ら
ん
事
を
目
的
と
し
、
之

-
F
t
J
E
O
ん
L
'
f
i
n
h
v
h
M
主

を
家
庭
に
示
現
し
・
赴
曾
じ
及
ぽ
す
な
b
。

六
-
-

E
9
ζ
に
ん
げ
ん
せ
ι
r
h
v
s
‘
，
，
1
4

・

9
担
こ
&

貨
に
之
れ
人
間
世
界
を
相
続
し
行
〈
常
な
る
事
じ
て
候
は
む
な
れ
ど
も
、
城
山
部
や
が
溺
ぷ
の
鶴

ー
ー
ー
ー



ー
ー田.

一一
一

b
-‘
ぉ
.
，

h
n

量
抱
ζ

・
‘
苫
晶
画
‘
，

a
-
a
h
v
*

を
養
ふ
震
に
蔓
ひ
を
な
す
あb
、
叉
子
や
礁
の
矯
じ
必
を
痛
め
ず
る
ぺ
が
ら
ざ
る
あ
b

。
女
奥
よ
.

民
A
W
ん
』

n
，

L
t

舎
を
い
t
H
9
e
'
u
F

い

h
，

L

，
、
"
-
u
w

げ
品

人
聞
と
い
ふ
も
の
は
、
歴
史
的
生
活
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
、
生
涯
の
腰
奥
を
・
過
去
巳
に
閲
み
し
現

e
h
v
a

，
‘
い
け
み

E
a
-
B
L
'

ん
ι
-
h
a

品
E
申
ん

a
v
-
-

，
が
品

在
に
暗
闇
み
つ
、
あb
.

未
来
仁
閲
せ
ん
と
し
ゐb
o

一
人
一
部
の
春
秋
は
、
車
純
な
様
な
も
の
、
随

一
ι
ふ
，
、
，
・

9

春
色
白
"
も
，
、HM
-
B
4い
畠
F
‘
・

t
ん
4
ん
且

t
H
白
金

-
r
s

伊
宇
曽
，a

巳
ん
げ
ん
品
会
ι

勢
復
雑
な
も
の
に
て
、
古
ロ
凶
掛
漏
積
島
町
の
輔
獲
の
世
の
流
の
七
輔
入
起
と
い
ふ
の
も
、
人
間
歴
史
の

診
に
て
、
配
哉
の
苧
ゐ
柱
、
佐
川
和
ち
あ
る
時
的
も
あ
る
・
民
参
携
を
宇
都
の

γ
あ
れ

2
4
t
b

念

d
F
a
骨
曹
主

b

ん
智
ι

〈
島
章
氏
菅
、
せ

9
1
寺
ぜ
い
，
、
しn
，
，
、
・

P
9
ヴ
，
・
A品

ば
、
獄
の
中
に
長
き
秩
の
夜
を
坤
吟
し
つ
、
暮
す
も
あbo

叉
小
説
的
生
活
も
あ
れ
ば
、
活
劇
を
蹴

=
k
a

，
、
担ι
B
B
h
v

こ

&
L

お

E
b
S
4

畠

t

，
‘

令
る
事
も
あ
h
v

、
昨
年
は
無
事
と
云
へ
ば
今
年
は
多
事
.
笑
ふ
て
一
暮
す
も
あ

b

、
泣
い
て
暮
す
も
あ

E
ζ
a
u
-
-
E
S
t
-
h
a

畠

4
4
t
a

官
且
L
4
S
4
t

凪

ら
う
。
き
れ
ば
世
の
諺
に
、
苦
は
鍵
の
種
、
難
は
蓄
の
種
と
。
女
鹿
よ
、
苦
は
幾
の
種
に
し
あ
れ
ば

続
的
の
野
駅V
の
畿
の
院
な
る
h
gか
b
俄
へ
よo
w酔
と
酌
が
は
快
M
?的
む
朕
仏
総
れ
ど
も

r

E

，

3
h
-
L
L

・
-
ζ
&
L
'
s
h

』Fも
量
ん
h
v‘，
H
V
ζ品
4
4
b
h
v，
.
，
、
一
主
事
亀
量
信

事
で
ば
か
b

渇
し
て
ゐ
れ
ば
、
歴
史
に
記
す
事
は
な
し
。
種
今
の
娘
難
憂
悲
困
苦
快
策
等
は
、
皆
白

骨
主

ζ
a
h
H
-
b
ι
F
Z
E
9
a

ぉ

a
A
e
ん
』

F

己
じ
記
す
る
蕗
の
陸
奥
の
飾
b

に
τ
ぞ
あ
b
o

貨
に
耐
ふ
ぺ
か
ら
g

る
と
て
も
耐
へ
、
高
難
に
勝
ち

'
s
a
a
E
E
9
h
'

均
‘
か
‘

*
h
F
'
a
b
'
E
ι
a
t
a
-
­

て
辛
ら
〈
も
遁
・9
ぬ
砂
詑
る
事
貨
は
、
岩
い
て
種
、
慣
値
の
高
き
も
@
な
る
鋭
、
素
人
の
唱
ふ
る
盛
岡



ま
b
そ
れ
で
ち
ょ
〈
や
b
縦
しτ
械
b
し
駁
と
、
討
が
ら
ず
い
て

ω仰
が
伊
に
伊
離
を
蝶
ふ
る
も
の
ぞ

2こ
。

対
配
よ
・
こ
の
か
た
も
に
ヂ
双
山
和
、
を
賦
ふ
に
ザ
き
て
ち
対
み
お
や
の
裁
智
に
か
げ
さ
せ
艇
ふ
叫
同
鰍

た
ま
こ
は
・

2

と
歯
医

の
御
い
つ
〈
し
み
を
推
し
給
へ
よ
。
子
の
母
を
た
よ
る
如
〈
に
大
い
な
る
母
を
た
よ
b

給
へ
よ
。

六
五

L

且
』F
ん
ぜ
唖
そ

a
f
E

，
‘
，
‘
ん
隠
し
申
書
叫

r
4
ι
F
a
'
ζ
L
C指
眠

'
h
-
-
e

ん
佳
品

E
q

ゆ
r
b
f

、
て
御
書
翰
に
接
し
候
。
求
浄
庵
に
て
尼
衆
血
中
波
の
事
は
大
い
に
随
喜
に
存
じ
候
。
賞

げ
ん
f
M
V

広
明

4
b
‘
，

d
V
4せ
い
晶

V・
，
ふ
，
、

i
Oん
ぜ
ん
担
畠
を
る
を

ι
a
v‘
，
ζ

是
つ
げ
B
3
L

，

Aり
・2

仁
現
あ
ω
尼
畢
絞
は
、
血
中
生
を
養
成
す
る
に
不
完
全
と
思
は
れ
候
Q

業
の
詮
嬢
に
は
卒
業
後
宗
教
の

位
。
骨
化
げ
晶
、
ま

E
&
L
-

庁
争
記
申

f
ι
拍
ゐ
守
ん
を

a
H

た
づ
か
い
凪
ま
ら
事
巳

縮
に
何
の
業
を
も
な
し
得
今
、
誠
に
宗
教
の
混
じ
残
念
に
存
じ
候
u

御
尋
ね
の
海
沼
老
尼
は
、
か
ね

て
も
間
以
鉱
山
し
桁
〈
、
館
艇
の
民
税
鉱
山
町
徴
税
ゼ
膨
し
て
、
郡
伊
な
る
伊
川
駅
を
叡
る
ぺ
〈
郁
幻

島
も
ろ
い
か
は
舎
は
ふ
た
を

8
F
E
'

も
め
ん
‘
.
‘
申
告
こ
と
晶
酔
者

s
b
，
.
‘

.
h
p陣
地
@

候
リ
如
何
に
か
し
て
方
法
立
も
候
は
営
、
求
品
伊
庵
仁
て
、
尼
を
養
成
す
る
事
に
相
成

b

候
は
官
、
寧

=
主
宰
ん
是
畠

の
事
に
存
じ
候
。

ー-A 

-ー
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-
エ
回
開

t
b
E
L
'
'

・F
，

.
M
v
a
-
a
h
H

巴

n
u
v・
a
'
t，

L
a
'
T

ん
躍
も
ι
主
酔

A
Vぇ
‘
，
毛
畠
怠
&
智
且

b

じ
抽
叫
ん
』F'

党
副
用
劇
養
成
と
共
に
、
之
を
時
代
相
嘗
に
使
用
す
る
構
道
所
も
必
要
に
候
。
例
へ
ば
女
子
師
範
枝

邑

e
b

智
且
庁
‘
，b
a
-
-

，
，
、
e
'
u
F
4
h
F
会
事
内

ι

且
.
，

E
a

巴
ι

血v
'
'
h
a
B

帯
乗
の
女
勲
師
に
は
、
業
の
各
々
小
皐
枝
な
る
も
の
あ

b

、
上
は
使
用
す
る
掬
〈
、
尼
衆
は
既
往
は

舵
撚
軒
町
品
卸
も
殿
町
お
じ

τ
、
剤
耐
荷
主
附
〈
花
凶
り
の
佐
町
駅
の
が
に
、
訴
な
き
が
艇
し
o

併
配
拡
彫
桃
山
り
一
航

信
'
L

且
も
は
晶

L

曲
目
んH・
'
-
e
9

・

9

難
使
用
法
を
か
よ
う
に
し
て
、
試
蟻
場
を
設
立
せ
ん
と
す
。

制
刷
会
的
び
総
き
賠
射
柄
、
た
び
タ
バ
々
を
十

M
m
b勲
船L
、
鋭
部
の
鮫
回
日
お
玉
ケ
隙
町
出
げ
副
腎
脈
を

量
‘
，

ι
F
4
L
a
暑
い
・

8
E
ん
4
H
M
V
竃
'
亀
，
、
・

B
h
F晶
ん

B
A
V
W
a
，

L
F
t
u
V
9
4
‘

L
'
'
a
，

設
砂
、
各
所
に
於τ
、
婦
人
曾
U
E麗
砂
τ

、
其
の
曾
員
じ
傍
激
家
庭
を
遁
ぺ
き
修
養
を
施
し
て
、
月

l
'
h
v
ι‘
，
‘
，e
p
ι
=

を
a
v
w
-
a
ι
且

'
S

お
申
‘
，
竜
・
酔

a
L
a
'
e
a
'
t
-
-
L
'
a
v
'
Eゐ
?
ζ
=
・
9

じ
二
回
開
出
駅
レ
、
三
年
後
に
卒
業
設
を
奥
ふ
嫌
に
し
、
其
の
聞
に
宗
激
的
修
養
、
人
格
骨
街
、
家
臨

.
，

L

昔
畠

B
e
'
w
'
e
b
h
F
E
'
'

・
h
v亀
晶

M
V

‘
，
こ
晶
せ

A
V・
9
1
U
E

の
智
識
を
輿
ふ
。
葉
歌
曾
は
従
来
其
の
例
な
き
を
以τ
、
之
を
麓
立
す
る
手
始
め
と
し
て
、
回
数
員

邑

4

‘
，

a町
S
P

・
-
い
胞
‘
，
章
悦

s
'

皿
帽ι
ぜ
曹
は

E
-
F
e
h
p
t
L
B

・-
4
B
ん

L
h
E

は
英
の
得
意
を
以
て
、
成
は
裁
縫
、
叉
は
オyd
p
y・
茶
、
盆
石
、
花
、
家
政
調
柄
、
作
文
、
習
字
何

晶
陸

E
ζ
H
U

略
'
b
‘
，

s
b
-
-
E
e
-
-
-

‘
，
、
t
-
a
'
v

な
b

其
の
得
意
@
業
を
一
に
施
し
、
無
報
酬
に
て
智
議
を
施
し
、
そ
れ
か
ら
、
藁
の
目
的
に
響
川
、

事
。即

岡
山
恥
殿
は
、
船
舶
町
な
ら
ば
駒
山
針
の
恥

m
Mあ
る
食
を
も
も
、

亀

g
h
p
e
a晶

裳
の
財
産
仁
て
、
タ
〆
イ
な
ら
ば
h
v
m



ι
Fん
h
F

，
h
p，、
b
'
T
-
-
'

骨
亀

w
h
v
g
h
v
&

の
財
産
、
何
れ
も
極
め
て
簡
易
な
る
生
活
の
出
来
得
る
様
に
し
、
業
れ
に
て
経
済
を
取
る
こ
と
に
し

肱

E
-
b
h
a
'
t

申
け
‘
，

E
'
E

音
寺
ふ
晶
う
た

E
b
h
v

初
め
よ
b

給
栴
の
震
仁
、
数
授
す
る
の
で
あ
る
と
、
動
も
す
れ
ば
給
科
の
縛
に
、
奴
識
と
な

b

て
‘.
 

.

.
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‘
，

E
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事
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お
ま

W
ん
か
を
咽
‘
肱
化
包
亀
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舎
.
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理
想
の
如
〈
に
傍
数
を
及
ぽ
す
能
は
ざ
れ
ば
動
な
し
。
今
埼
玉
懸
下
にτ
業
模
範
地
を
組
織
中
にτ

畠
智
明
、
で
畠
巳
是

'
-
t
a
E

串

E
b
t
-
E

候
。
巳
に
ニ
グ
寺
を
尼
借
地
と
な
し
詑b
o

尚
三
グ
寺
ば
か
b

見
込
の
あ
る
寺
を
か
b

、
五
グ
寺
合

せ
ば
船
内
も
百
餓
十
位
向

V一
崎
将
b
h
y、
小
竹
町
じ
四
五
十
島
町
の
恥
即
応
あ
る
院
が
を
新
日
山
せ
ん
と
す

o
rれ

‘
，
岨
晶
ん

W
・
，
晶
ん
晶

E
h
p，、
L
n
A
V
H
v
t
u
E

寺
島
・

E
9
4
'
e
J
v
t
'

を
以
て
園
致
員
の
生
活
費
に
ゐτ
、
先
づ
始
め
は
、
な
る
ぺ
〈
寄
附
等
を
作
ら
宇
しτ
、
犠
牲
的
に

街
駅
す
し
お
呪
鮫
U
N弘
家
樹
し
品
店
れ

b
、
町
献
一
一
鋭
部
儲

μ
:
ポ
b
p
b、
俄
叫
m
僚
も
タ
バ
イ
も
臥
品

泌
あ
ふ
一
一
一
回
総
は
税
率
撃
た
軟
禁
均
し

τ
、
参
ぷ

ι

象
の
捺
な
き
は
、
震

の
衣
鮫
な
b
o

-
L
-
‘
‘
こ
・

E
‘
，a
a
'
4
t

‘
，

u
r書
官
且

L

色F
b
h

担
ん

a
E
S，
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私
は
思
ふ
。
若
し
此
慮
に
関
等
の
頭
膳
を
有
す
る
二
女
子
あ
b
o

甲
は
六
年
の
小
皐
仁
、
二
年
の

色F，
骨
量
を

A
V
W
町
・a
b

』F

骨
a，

ι
F
a
，

u
F
4
E
-
F
h
，
虫
食
品
帽
骨
組
ん
と
色

F
'晶
も
も
だ
ん

高
小
を
卒
業
し
、
而
し
て
、
畿
は
一
向
に
歯
車
事
を
顧
み
守
、
ヌ
乙
は
六
年
の
後
高
小
は
断
じ
て
修
め

モ
総
れ
ど
も
第
一
一
肌
ぶ
祭
は
祭
最
υ
τ泊
彰
象
安
委
事
を
鯨
へ
ら
る
、

-
一
一
五
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四-
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戦
、
=
L
h
m
A
は
七
斜
に
恥
m
h
品
。
か
し
こ
の
勺
廷
の

M
桜
をb
慣
せ
ば
、
い
か
ん

O
ハ
申
一
路
》

船
齢
針
の
裁
が
、
脱
税
山
戸
新
制
九
七
邸
前
，
川
町
と
の
成
都
郡
で
あ
る
o
鋭
ポ
印
刷
ず
献
が
ヂ
に
載
し
て
、
般

の
舵
に
野
較
を
か
砂
て
、
ゃ
を
歓

ρ
制
動
明
対
抗
的
椛
じ
・
陣
ふ
.
断
は
、
威
厳

W
艇
の
郷
町
と
な
b
て
、
が

L
-
v
'菅
丞
，
b
4
・
・
巴

a
s
h
p
h

色

V
4
W

作
品

T‘
，

w
a，
帽
両
日
v
'
a

‘
，
a

畠
巴
孟

妹
花
る
衆
生
を
携
へ
て
、
如
来
に
導
い
て
下
さ
る
様
仁
、
兄
弟
な
れ
ば
.
弟
は
兄
に
依
ら
な
〈

τ
は

な
ら
向
。
郎
官
民
集
の
彰
ふ
し
・
r
p
w
r
&〆
ば
、
第
能
仁
禁
の
態
学

-
s

位
且
畠
h
v
H
h

，•. 
岨

ι
F
B
-
q
a
-
-
h
4
E

且
晶
い
も
ん
，
、
b
‘
，

u
h
-
-
h
ι
a
，

現
は
し
、
如
来
我
に
あ
れ
ば
、
麗
し
き
顔
常
に
あ
ら
は
る
、
を
現
は
し
・
水
は
如
来
必
発
の
桧
水
晶

m

d
E，
・

ι
4
-
-
-
a

者
胞
ん
.
‘
お
晶

a
h
'
E

生
の
三
拐
を
様
き
、
清
〈
新
念
し
て
ヌ
新
な
ら
し
む
る
の
表
示
に
候
。

穴
圃

'
b
w
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'
s
'

こ
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h
E

品
」
伊
智

h
F
E晶
邑
竜
也
・

H
V
E，
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a
A
U

昔
、
a
T
'
'
A
a
F
激
の
中
興
の
偉
人
に
、
オl
d
p
mチ
Y
3
5冨
ふ
連
人
ゐb
o

其
の
母
は
非
常
に
換

L
ん

w
'
L

ん
E
a
v

暑

E

し
ん
凪

9
h
.，

L

ん
』F‘
，
』

F晶
d
r
h

必
な
る
a
T
'

ス
ト
殺
の
信
者
で
あ
っ
花
。
夫
れ
を
自
身
の
熱
烈
な
る
信
仰
か
ら
‘
考
へ
て
見
れ
ば
.

M
献
仁
山r
g
v俊
一
か
な
い
。
刊
文
れ
で
か
併
の
鉛
似
の
蛇
《
じ
‘
叡
て
の
将
刊
に
鰍
怖
を

m
w詑せ
詑
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X
れ
に
し
て
は
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mの
一
で
?
ゴ
チ
Y
を

7一
訟
影
に
し
て
、
す
ぺ
て
の
け
川
に

r
mの
鰍

併
を
舵
つ
駅
に
し
た
い

t
宏
ふ
の
で
、
合
ひ
に
弘
前
の
艶
み
の
蛇
〈
じ
ゃ
ぷ
を
山
和
町
民
艇
の
僻
た
と
し
て

V
黙
に
鰐
釈
を
川
町
め
て
駅
の

a
m術
の
い
判
〈
に
か
釈
の
か
吋
{
の

h
p
u
h
ぽ
し
花
と
宏
ふ
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-
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ス
チ
シ
の
般
の
蛇
〈
に
俄
ひ
で
即
刻
鮫
術
の
肘
肢
を
船
〈
燃
は
ひ
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臨
〈

m
Z
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な
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量
包
ご

4

・
Z
L
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=
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h
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生
の
一
大
事
何
事
か
比
に
如
ん
と
、
何
う
か
自
分
の
味
は
ひ
っ
、
あ
る
蜘
〈
仁
、
品
仰
の
妙
味
を
自
ら

且
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H
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a
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ん
亀

E

世
の
多
〈
の
人
命
に
及
ぽ
す
こE
E
能
は
ぎ
る
が
故
仁
、
子
息
を
しτ
、
今
自
分
の
味
は
ひ
を
一
切
の

M
Hに
邸
調
げ
し
め
ん
と
。
日

wれ
に
つ
き
て
は
、
制
風
船
駅
齢
げ
り
が
臨
〈
尉
艇
の
政
官

h智
伊
都
へ
よ
o
郡
山M
r

献
の
炉
め
に
や
震
の
窓
に
斡
ら
し
め
ん
こ
と
を
鰐
し
て

r
s
o
r献
は
饗
ω
襲
安

む
‘
，
曲
目
&
習
』

F
h
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量
最
低
す
い
危

h
F

れ
も7
0

宗
致
家
も
従
来
は
大
い
に
蜜
旗
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o

L
h
F

こ
こ
ん
巳
'
・

4
H
E
E

棺
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，

a
'
L
'
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・
，a拘ι
昔

然
れ
ど
も
、
是
れ
今
日
は
過
度
の
時
代
じ
し
て
、
膏
式
は
巳
じ
す
た
れ
て
、
ま
柁
新
式
あ
ら
は
れ

食

-
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u

且

a
a
L
'
w
'
b
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，

4
b
・
，
也

t
a
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』F
A
V
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医

d
dる
矯
め
の
み
。
最
早
や
世
は
新
ら
し
き
宗
激
の
曙
売
は
放
托
れ
だ

b
o

陸
相
き
ま
花
遠
か
ら
g
る

ぺ
し
。
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申
ぞ

と
ま
れ
愚
棉
は
貴
婦
の
信
仰
の
愈
よf
、
混
き
じ
詣
ら
む
こ
と
を
望
ま
し
き
ま
、
、
御
動
め
申
す

こ
・
と
世

m
r、
の
杭
〈
じ
依
田
能
。
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車
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大
ミ
オ
ヤ
は
捨
身
‘
報
身
、
脂
身
と
の
三
身
在
b

て
、
而
し
τ

挟
身
は
宇
宙
金
睡
な
の
で
あ
る
か

・

'
a
'

品
事
障
担
ゐ
み
=
・
室
。

島
、
太
陽
で
も
、
あ
を
ぞ
ら
て
も
、
ど
こ
で
も
大
ミ
オ
ヤ
の
御
身
と
必
と
か
、
み
も
τ
い
ま
す
の
で

あ
る
か
ら
、
郎
新
封
入
さ
ん
の
か
ら

r
で
も
心
配
が
も

P
の
到
齢
期
は
出
向
針
併
の
た
れ
な
の
で
、
闘
い
艇
が
よ

た
ま
と
主
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n

，
、
b

た
盆
苫

う
な
も
の
で
あ
る
。
卵
は
あ
花
、
め
て
鶏
に
解
化
き
れ
な
{
て
は
つ
ま
ら
な
い
、
卵
を
あ
た
、
ゆ
る

'
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-
-
a
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鹿
‘
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ん
U
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み
帯
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の
は
、
母
島
て
あ
る
よ
う
に
.
大
ミ
オ
ヤ
は
報
身
傍
て
ふ
慈
悲
と
智
恵
と
白
光
明
を
以
て
、
あ
ま
ね

t
s
p
a
L

ん
仇
い

a
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，
、
だ
聖
岨
恥
い

4

師
事

〈
照
し
む
た
b

て
、
人
の
必
霊
を
あ
た
〉
め
て
連
き
必
と
し
て
下
さ
る
の
で
あ
b

ま
す
が
、
葉
量
発

h
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a
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H
'
A
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を
被
む
b

ま
せ
ね
ば
、
鶏
の
子
が
、
か
ゑ
る
よ
う
に
備
の
子
と
な
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ぬ
o

そ
ん
な

品
炉
毛
寺
主
主
恒
‘
，

h
-
T

寺

色
、
如
何
じ
し
た
な
ら
ば
、
業
の
霊
き
発
明
を
、
ま
う
り
じ
う
り
る
こ
&
が
由
来
ま
せ
う
と
な
れ
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オ
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へ
る
の
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光
明
を
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凶
り
る
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め
な
の
の
で
。

ま
花
一
能
酢
軌
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皐

要
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は
あ
な
た
の
御
心

た
い
苧
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与
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こ
晶
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ん
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た
と
ひ
太
陽
の
光
を
見τ
も
是
も
大
ミ
みA
ヤ
の
発
明
と
、
お
も
ふ
て
一
必
に
念
今
れ
ば
矢
張
そ
れ

し
ん
a
k

ぞ
う
s
a
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，
え
ん

h
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・
晶
鼠
・
・
量
恒
ん
を

M
Mフ
こ
士
ま
と

も
信
心
増
長
の
縁
と
な
る
の
で
す
。
寮
て
も
舞
め
て
も
大
ミ
オ
ヤ
様
を
念
じ
て
居
れ
ば
傍
の
子
の
卵

-
B
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解
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す
る
で
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L
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挺

そ
れ
は
慮
身
の
蒋
迩
如
来
が
此
人
間
界
に
御
生
れ
出
な
さ
れ
て
御
親
切
に
数
へ
て
下
さ
れ
北
の
で

す
。静

で
を

h
F
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暑
量
邑
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砂
金
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忌
み
酔
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F
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秀
夫
さ
ん
の
鍾
は
そ
う
ふ
と
b

か
へ
っ
て
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で
も
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ミ
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悲
と
智
慧
と
の
霊
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ん
h
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量
菅
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依
b

て
心
霊
の
方
が
盆
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育
ち
ま
す
れ
ば
、
御
慈
悲
ω
漂
い
麗
は
し
い
オ
タ
ー
す
守
の
霊
容
仁
接
す

で
寺

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
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量
化
事
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，
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だ
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、
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ん
せ
い

大
ミ
オ
ヤ
は
紳
婁
と
正
義
と
恩
寵
と
の
三
徳
を
以
て
子
ど
も
を
御
育
て
下
さ
る
の
で
す
。
紳
墨
と

‘
ゑ
者
主

L

ん
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，
事
忌
寺
且
晶
‘
，

w
z町
，
、

H
H
e

いV
曹
巴
晶

4
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た
」F
K

は
智
慈
の
雲
い
の
で
異
浬
の
智
撃
で
違
い
了
簡
仁
し
て
下
さ
る
正
義
は
邪
や
悪
を
避
り
て
正
し
い
善

-
-
-
・
九
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h
v意
と
し
て
下
さ
る
こ
と
恩
寵
は
大
ミ
オ
ヤ
が
大
き
い
f

、
御
慈
悲
で
子
ら
の
連
き
霊
き
心
を
育τ
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車
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ん
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こ
&

下
さ
る
御
意
で
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F

ま
す
。
御
恵
に
育
て
ら
れ
て
肥
え
て
来
れ
ば
自
然
と
よ
き
必
と
成
b

よ
き
事
が

で
，出
来
る
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
山
脈
と
い
ふ
越
な
ん
ど
は
、
新
鮮
の
彬
鰍
で
は
な
い
の
で
、
鰍
の
越
は
ア
ミ
ダ
て
ふ
前
棚

田
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限
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光
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な
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あ
る
か
ら
、
必
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さ
へ
育
τ
ば
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と
う
じ
よ
い
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で
す
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で
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の
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も
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時
も
来
る
r
p
pふ
と
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も
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。
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大
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響
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れ
も
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し
て
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き
れ
ば
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緊
丸
山
町
選
震
の
が
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鋭
部
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を
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号
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せ
き
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だ
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の
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憾
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今
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同
家
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民
の
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の
三
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に
現
て
大
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に
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を
鵠
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、
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を
注
?
に
呈

b

て
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式

h
v
v
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訟
が
すd献
じτ
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r
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r
h
v

て
船
い
叡
即
炉
眠
陀
を
忘
る
は
が

r
.船
艇
を
献
が
ル
せ
今
一
部
庇
肢
が



芸
品
れ
に
蹴
っ
て
伸
長
義
弘
め
て
震
の
畿
各
部
す
z
r
ふ
ら
余
。
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を
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い
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も

天
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容
れ
も
の
)
で
あ
る
。
却
も
捕
陀
ω
霊
舗
を
受
容
る
容
れ
物
で
あ
る
.
容
れ

仰
向
の
一
猷
が
郡
伊
駅
艇
で
な
り
れ
ば
齢
期
間
間
よ
り
す
り
た
る
釦

ω駒
山
ゆ
る
鋲
も
慨
も
て
お
ら
ぬ
@
り
れ

E
も

M
V
‘
唖
f
h
v
ん
ぜ
ん
な
h
F
A
t
-
，
ぷ
ん

4
.

，
寺
a
u
h
‘
"
を
骨
量
苫
、
畠
t
v

孟
3

容
れ
物
は
完
金
で
も
内
容
が
充
分
で
な
(
て
は
空
虚
で
は
駄
目r.
業
誠
心
の
内
容
を
充
た
し
む
る

す
な
民
ι
a
h

・
，u
v
k
t
守
な
は
み
だ
L
ん
み
だ
あ
い
み
だ
・
よ
ヲ
曹
な

の
が
卸
も
信
と
愛
と
欲
主
で
あ
る
・
師
も
据
陀
'
g信
じ
捕
陀
e
e愛
し
捕
陀
の
世
嗣t
錯
b

た
い
之
の

k

，
且
帽
‘
，

鉄
壁
で
ゐ
る
。

民
主
ら
い
ι
ん
巴
q
L

品

L
ん
ι
ん
E
'
t
申
に
a
'

・
h
v
'
し
ん
ど
9
b

こ
L

為
巴
血
F
a
a
'
L
'
A

如
来
を
異
質
じ
信
4
F・
信
は
信
受
主
申
し
て
如
来
の
異
貨
を
哉
が
心
仁
受
容
す
.
信
な
〈
し
て
は



'
崎
町
民
r・

'
e
ι
ι
E
'
L

品
B
'

邑
島
菅
島
冒AE
-
F

み
r
の
異
質
を
受
容
れ
ら
れ
ぬ
.
捕
陀
の
異
質
を
信
受
す
る
時
は
凡
夫
の
身
は
卑
し

C

も
至
心
ω
肉

-
E
8
e
h
e

』F
ι
畠V
E
9
t
'
a

‘
，

に
宿
b

た
る
園
調
陀
の
曇
種
は
貨
に
寧
t

い
物
で
あ
る
.

能
に
艇v
mて
m
m
p
M
M
h

航
船
お
の
鰍
鯨
(
舵
)
を
的
情
附
加
し
た
る
縦
し

k
・
伽
肌
対
一

v
pは
廿I
m
m
な
れ

e
e
允
M
v
t
M
V
宇
E

』S品
記
担

t
ι
‘
，
A
P
-
-
，

t
A
晶F

，

a
v事
喧

M
v
h
a
'
E
a
F

E

も
葉
胎
内
に
宿b
た
る
御
胤
は
や
が
て
暢
輪
王k
な
っ
て
四
天
下
を
領
す
る
連
王
と
な
る
鉱
盤
曹
を

‘
，
号
、
』

&
h
p
t

み
惨
ん
ぷ

f
h
9
ζ
h
s
a
v
E
8

だ
を
い

ι
'
p
'
b
h

有
て
ゐ
る
.
其
の
如
〈
A
T身
は
凡
夫
に
で
愚
劣
な
れ
E

も
心
に
宿
れ
る
掃
陀
の
車
種
は
眠
て
禾
志
の

.
書
宮
晶

&
h
u
z
'
a
'

晶F
t
b

骨
骨
ぜ
い
‘
，
晶

ι
F
4
3
a
H

』
同
ぜ
い
」

'
t

時
官
薩
k

し
て
後
仁
は
無
上
費
位
に
登
る
べ
き
性
を
有
て
居
る
・
新
の
蜘
{
仁
我
々
連
語
怖
を

1

婦
た
る

薦
問
問
部
B
Tに
獣
し
て
は
艇
に
紫
鄭

V
ざ
る
を
え
ぬ
・
般
の
斡
鳥
い
凡
る
齢
期
貯
は

M
m
V
挺
一γ服
部
肌
な
あ
獄

ぜ
ん
す

f
r
ι
-
F
4

‘
，
事
事
静
晶
曽
ん

-
F
e

金
な
る
す
ぺ
て
に
勝
れ
た
る
人
格
で
なf
て
は
な
ら
ぬ
.
宇
宙
開
に
そ
の
人
格
と
し
て
喰
一
絶
費
無

.
い

E
'
5
E

ん
か
4
L
宇
E
9
g
V
-
E
-

比
で
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
.
も
し
も
よ
b

以
上
白
人
格
者
賞
在
す
t

聞
〈
時
は
我
ら
成
は
必
を
そ
れ
に

，
，
，
‘
ん
ば
晶
F
'

島
お
事
忌
台
島
み
だ
晶

ι
ι
，
、
骨
量h
-
-
a
A
r

、

濯
す
慮
な
き
能
は
宇
・
故
に
我
ら
は
捕
陀
は
威
紳
光
明
白
み
に
あ
ら
宇
智
嚢
慈
悲
一
視
の
寛
徳
が

=
&
ご
A

忌
a
A量
品
書

M
r
L主
a
g
ζ
M

い
h
h
V
t・-
E
ん
晶F
t
L
A

晶F
4
ι
A
e
A

を

ι
w
h
v

悉
〈
圃
請
し
て
一
切
諸
働
じ
越
え
た
る
大
量
的
人
格
K
L

骨
格
と
し
紳
隼
と
し
τ
隼
積
す
る
と
共

に
航
船
の
総
を
配
げ

τ
お
る
・
す
べ
て
に
姪
え
た
る
総
を
民
て
児

w
r仁
一
宮
れ
ら
れ
ん
と
し

τ
お
る

-
-
R
-
b

屯



-
-
-
一
A

裁
は
拠
出
川
町
付
税

ι
あ
る
・
総
ら
ば
W
Wは
都
慰
の
信
一
併
の
誠
一

ι

で
る
る
・
耕
一
艇
の
.
配
制

M
献
を
野
間
帯

し
て
政
れ
ん
と
仰
臥
す

t
船
ド
鴎
る
、
総
は
ぎ
る
蛇
熊
一

T
あ
る
@
観
戦
刻
々
一
創
刊
り
艇
の
白
川
き
泌
を
腿
て

指
‘
t

寺
よ
高
島
尚
昆

H
a

事
砕
か
ほ
み
記
官
晶
い
邑
こ
る
歩
ぜ

E
T

，
、
皆

b
-
E

面
を
清
〈
洗
ひ
な
が
ら
昇
る
朝
日
の
容
を
見
て
も
直
も
じ
いt
愛
す
る
所
の
指
陀
の
慈
配
を
駅
ひ
出

ι

ん
畠
い
う
ま
み
，
晶
、
』

F
a伊
晶
F

・
，

h
a

』F
h
-
b
b
u
岨
‘
‘F
陪

き
留
る
を
え
ぬ
.
信
あ
る
も
愛
な
〈
ば
甘
味
が
な
い
温
昧
が
敏
げ
る
血
が
置
は
ぬ
鉱
と
利

ι
の
館
山h

肱
・
島
民
.
こ
L

る
脂

t

み
だ

a
eい
害
情
・
，
雫

き
あ
れ
法
尼
の
き
み
よ
.
あ
な
た
の
心
の
奥
に
漏
陀
愛
築
の
あ
た
、
か
み

E

清
き
島
な
る
血
が
、

畠F
a
h
w
品
あ
ぴ
認
b
τ

陵
9
h
p
h
E
H
τ
あ
お
い
主
で
内
包

彼
k
我
t

の
聞
に
あ
b

な
き
る
か
.
忘
れ
ん
と
欲
す
t

錐
も
忘
る
、
能
は
き
る
と
云
ふ
迄
仁
は
劃

p
b

に
a
h
ι
'
=
V

記
事
い
母
事

ぬ
と
お
も
ふ
て
お
る
の
で
せ
う
.
百
人
一
首
な
r

に
懸
の
震
め
に
身
を
も
命
も
惜
し
み
ゃ
は
す
る
と

M
r
，
‘
，
睡

E

み
詫
お
い
処
ん
と
胞
が
な

H
U
L
L

は
・3
4

云
ふ
様
な
程
に
捕
陀
に
愛
慾
し
て
是
が
叶
は
歩
ば
寧
ゐ
死
す
る
方
が
書
は
な
〈
な
る

t

云
ふ
ま
で
に

会
ヲ
告
は
ふ
巳
事
晶

F胞
は
さ

は
成
τ
居
ら
ぬ
で
あ
ら
う
.
さ
れ
E

る
詰
尼
よ
。
上
は
皮
の
方
で
は
あ
な
た
が
さ
ま
で
に
捕
陀
を
震

こ
・
喜
を

ζ

畠
h
v
b

‘
，

し
て
お
る
舵
(
に
あ
ら
は
れ
て
お
ら
ぬ
で
も
必
の
底
に
は
愛
し
て
居
る
物
で
あ
る
・
い
か
に

t
な
れ

'
量
げ
晶

F
匂
し
ん
ね
ん
菅
川
v
b
M
V
み
館
主
h
ι
い
え
い
え
ん
を
い
陪
刷
唖

e

ば
今
現
に
あ
な
た
の
信
念
の
生
命
は
捕
陀
に
依
っ
て
未
来
永
遠
を
か
げ
て
生
命
と
し
て
お
る
の
が
せ

に
主
ら
い
V
E
9
苦
い
し
ん
ぜ
い
h
h
v
h
F

を
4

え
い
u
r
-
-
3
b
h
H

世
M
V時
V

み
だ
ι
ん

ぅ
。
如
来
の
質
在
を
信
じ
て
そ
れ
じ
生
命
を
依
属
し
て
永
恒
の
我
な
る
生
命
は
漏
舵
仁
あ

h
y
と
信
心



-
M町
刷
盆
笥
品
“

F
e
-
-

崎

-
-
a
a
R
e
h

刷

E
-

憂
し
て
今
現
に
活
き
て
居
る
の
で
ぜ
う
・
ζ

、
に
於
て
若
し
も
園
調
陀
寧
と
一
冨
ふ
も
の
は
寛
に
は
集
き

M
v
t
L
F
L

辛
苦
二
肱
唖
出

u
h
t
h
v
u
F

‘
，

も
の
で
あ
る
と
云
ふ
確
な
設
壌
が
接
見
し
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
永
恒
の
我
の
生
命
は
い
か
Y
じ

量
邑

t
b
ん
し
っ
し
ん
み
館

A
y
h
F

成
る
の
で
せ
う
.
そ
れ
こ
そ
は
落
臆
失
神
し
て
し
ま
ふ
り
で
せ5.
捕
陀
@
貨
に
な
い
も
の
と
宕
ム

B
E
9
u
g

砂
品
そ
事
恰
晶
砂
邑
，
、
た
ん

事
賓
が
接
見
し
た
な
ら
ば
よ
し
あ
な
た
は
業
場
合
に
さ
ほ
ど
に
落
脂
し
ま
せ
ぬ
か
、
若
し
金
〈
捕
陀

恕

h
F
E
E
-

民
ん
ぜ
ん
歯
晶

b
e
h
v
L
a
h
τ
者

L

は
無
い
t

云
ふ
事
賓
が
剣
然
主
し
花
な
ら
ば
御
身
は
精
紳
的
に
死
ぬ
で
せ
う
.
捕
陀
と
一
冨
ふ
霊
の
先

な
る
M
U併
に
つ
な
が
っ
て
献
智
の
鋭
脱

U
裁
の
山
岳
併
を
岱
併
と
し
て
お
る
@
に
そ
れ
が
ぶ
つ
つ

b
伊

師
"
=
に

t

ら
れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
E

う
な
る
で
せ
う
.
そ
れ
で
も
我
は
此
の
肉
の
命
さ
へ
あ
れ
ば
よ
い
わ
と

R
m
mにす
ま
し
て
伊
ら
れ
る
で
せ
う
か
・
ず
し
も

r
れ
が
山
闘
が
る
と
す
れ
ば
あ
な
た
の
ぷ
が
艇
仁

w

a
h
s
h
v

・
骨
h
v
'
h
v
u
F

暑
申
忌
卵
、
事
酔

=
a
h
s
-
4

・e
ζ

陀
と
つ
な
が
れ
る
愛
の
生
命
が
生
き
て
居
ら
白
故
で
あ
る
、
か
や
う
な
具
合
に
あ
な
た
の
心
の
奥
底

b
が
せ
い
皐
h
v

‘O
M
h
そ
ん
亀

h
v

晶
軍
事
晶
量
い
晶

F
a
'
a
'
L

品
畠F
a
z

に
は
窺
生
命
と
し
て
陀
捕
掌
を
愛
し
て
居
る
仁
相
違
な
い
.
内
庇
し
て
居
つ

τ

そ
の
信
仰
の
熱
が
曇

t
q

そ
の
量
い
か
う
晶
&
こ
吾
』

F
p
a
v
'

昔

し
き
れ
自
の
で
あ
る
.
賓
は
其
内
紅
し
て
居
る
慮
が
却
っ
て
病
気
が
重
い
の
か
も
し
れ
ぬ
.

伊
&
居
&

「
あ
み
花
ゐ
みr
t
値
幅
す
る
入
の
む
担
に
備
り
た
え
ま
な
い
と
」
詠
ま
れ
た
敏
な
ど

邑
t

国
晶ι
-
F申
書
ι
辛

抱
本
行
者
が

= 
免



一
回
向
。

に
W
W慰
安
の
幣
院
が
w
h
wて伊
る
・

p
a
a

の
い
巴
品
晶

F
4
E
5
4
b

入
は
愛
す
る
人
格
に
同
化
す
る
・

ι
a
J甘
‘
，

E
a
、
-
F
4
h
r
a

，
巴
申
書

h
u担

L
'

凶U
2
3

晶F・'
ι

申
書
記

a
F
E，
、
‘
，
、

t
'
ι
み

E

‘
，
脅
し
き
曲
目

'
b
-
­

宗
教
は
人
格
向
上
を
宗
・
と
す
る
宗
教
が
高
尚
で
あ
る
・
只
極
集
の
難
を
動
機
t

す
る
宗
殺
は
商
店

ぃ
.
‘
で

E
ι
-
F，
、
・
酔
・
，

E
'
・2
E

・
ヲ
寺
ろ
だ
恥
い
て
量

r

ん
か
t
ζ
L
S

を
こ
め
い

v
f
苧
・3

い
と
は
言
は
ぬ
迄
も
人
格
向
上
の
動
機
が
な
い
.
漏
陀
の
霊
的
人
格
を
必
の
底
か
ら
愛
楽
し
し
て
摘

だ
だ
い
E

ん
'
4
9

担
金
つ

ι
?
'
b
ん
ま

L
t
L
ι

そ
咽
ゑ
ん
念
ん
，
、

L
n
'量
管

h
v巴
ゐ

F
t

陀
大
入
格
が
常
に
異
正
面
に
在
ま
す
と
信
じ
て
其
園
満
な
る
光
輝
あ
る
大
人
格

t

常
に
離
れ
4
7之
を

あ
い
怯

ι
A
V
苧
う
こ
・
晶
個
人
ぷ
つ
を
寺
あ
い
害

A
V
5

巴
ん
が4
E
-
4

台
巴
ぷ
ん
に

a
s
u
v

愛
慕
し
信
楽
し
τ
必
仁
念
備
す
る
時
は
受
業
す
る
人
格
仁
開
化
し
τ
自

R
Rも
如
来
じ
似
合
τ
〈
る
と

い
&
こ
畠

L
.，
げ
‘
，
，
事

一
翼
ふ
所
に
宗
教
の
慣
値
が
あ
る
.

を
し
申
書
巳
ん
担
ん
"
が
つ

-
z
h
V

・
P

・
-
-
っ
ち
卵
、
.
3
8つ
ま
を

A
v
-
-
串L
a
V
眠
草
つ
血
睡
主

w
-
-
f

・
'

さ
れ
ぽ
ニ
麗
上
人
も
念
傭
三
昧
は
不
離
傍
値
泡
傍
主
申
し
て
常
に
備
k

離
れ
4
7常
仁
保
む
値
渇
す

h
v
a
a

こ

8
h
a
u
v
a
L

剖H
5
9

・
‘
，
、

h
H，

h
h
v‘
う
ぞ
い
く
打
つ
〈

b
'
b
u
r
-
-
‘
，

p
・
，
い
常
い
も
軸

F島

主
一
苫
ふ
慮
に
義
人
を
指
導
し
て
常
じ
光
明
中
に
生
活
せ
し
め
光
明
中
じ
行
錯
せ
し
む
る
大
な
る
カ
が

に
よ
ら
い
あ
い
智
帯
5

つ
担
恒
ん
，

I

担
A
ぷ
つ
は
な
こ

h
阻
ん
ぷ
つ

L
a
，
s

き
れ
ば
如
来
を
愛
集
し
て
常
に
念
々
念
備
し
て
離
れ
ぎ
れ
。
是
念
備
の
宗
致
なb
.

め
る
.

夫
九

彪
慌
の
あ
っ
さ
じ
っ
き
て
か
〈
政
じ
民
。

τ
ん
も
こ

a
'
t

医
9
L
A

首
鼠
曽
ん

天
地
よ
み
づ
は
毒
〈
訟
去
の
大
ミ
オ
ャ
の
御
は
かι



日
制
晶
ぞ
&

ひ
に
よ
る
も
の
k

信
じ
候
え
ば
、
あ
っ
さ
の
つ
よ

w
h
Hば
、
つ
よ
い
ほ
E
b
b

が
た
〈
お
も
は
ね
ば

ゐ
そ
晶

b
包
L
E
‘
砂

a
t
a

な
ら
ぬ
主
義
じ
候
.
い
か
じ
・
と
な
れ
ば
、
怠
共
す
べ
て
の
人
草
の
一
と
せ
の
い
の
ち
を
つ
な
?
い
の

M
F
a

み

'
b
a
a
h
t

ま

も
ね
て
ふ
稲
の
貨
を
よ
〈
養
ひ
能
〈
み
の
ら
せ
ん
が
震
め
じ
か
〈
は
あ
っ
{
な
さ
れ
玉
ふ
も
の
t

一
軍

ι

亀
酔
p
t

‘
っ
た
い

ふ
こ
と
を
知
b

ぬ
れ
ば
、
中
々
に
る
つ
い
か
ら
E

て
こ
と
主
い
ふ
な
ど
は
い
か
じ
も
勿
慢
な
き
ζ
k

ぞ
ん
を
畠

に
存
じ
候
。

器
禁
を
五
恥
毒
機
能
持
た
し
駅
開
票
，
，
句
集
.
整
が
に
挺
し
て
対
ミ
オ
ヤ
の
卸

邸
周
ぽ
を
巌
ふ

M
mれた
ば
か
b

の
脱
税
数
院
の
酌
駒
山
柚
し
き
針
。
す
が
た
を
対
胞
の
飲

m
rの裁
へ
花
つ
を

な
っ
曲F

ぞ
品
そ
事

な
花
じ
懐
し
{
存
じ
候
.

山
仇
叫
旭
川
町
君
よ

m
aしM
M
m
む
の
艇V綜
き
智
一
樹
k
m臨
対
な
る
一
が
載
な
し
じ
一

V
都
し
す
る
々
は
い
か
に
府

丸
a
，
晶
酔
え

h
F
f
b

号
申
ぜ
い
ι
ι

，
u
r
E
9

晶
民
h
-
s

晒
に
明
し
祭
事
に
《
ら
す
と
も
婁
精
紳
民
於
て
は
貨
は
憐
む
べ
き
も
@
じ
候
。
し
か
ら
ば
人
生
の
高

‘

f
t
a
，

t
h
a作

'
'
'
-
F
ゐ
‘
っ

a
-
h
'
L
L

晶

ι

ぜ
品

L

伊

'
s
­

き
目
的
は
那
遁
に
あ
る
も
の
ぞ
と
な
れ
ば
、
宇
宙
開
じ
最
も
高
き
霊
異
色
至
善
と
歪
美
な
る
理
想
。

官
晶
苫
t
-
a

‘
，
f
E
骨
骨
‘
，

a
，

P
F

抱
A
r
k
-
-

・
・
静
‘
，

E
宇
骨
畠
F
a

宅
s
t
d
t
s
h

畠

矢
田
な
る
連
き
御
園
じ
昇
る
遣
を
日
々
じ
念
々
に
歩
々
に
向
上
し
行
《

ζ

主
に
候
。
口
さ
き
で
誠
心

調



-
m
-一

も
な
き
斡
斜
。
み
に
ゆ
{
主
賦
ふ
は
い
か

Y
は
し
き
こ
と
じ
総
・
院
き

ω
"髭
のm
Hの
如M
0・ぞ
れ
よb

昼
、
‘
，
陰hr
a
z
e

』F
h
a
v曽
障
を
あ

は
い
ぐ
屠
倍
か
は
麗
は
し
{
き
よ
〈
輝f
大
ミ
オ
ヤ
の
み
も
と
じ
ゅ
ぐ
こ
と
にτ
候
。

総
m
mゆ
き
み
よ
。
忠
仁
あ
な
花
の
艇

V
f
、
一
叫
ん
V
の
邸
み
に
つ
き
て
の
駅
按
じ
っ
き
て
卸

w
m
向
。

み
な
&
量
申
且

'
a
E
a

，

し
た
き
は
か
や
う
な
わ
り
仁
て
よ
・
あ
な
た
は
御
名
を
稽
へ
て
望
み
を
建
げ
ん
主
す
る
じ
ニ
つ
の
動

量

ι
F
E
'
a
J
E

也
'
ι
，
、
む
げ
ん
量

-
t
e

み
，
、
に
包
，

機
が
あ
b

て
よ
.
一
は
彼
の
滞
土
の
受
難
無
関
な
る
を
聞
て
、
さ
や
う
な
襲
し
い
御
園
が
あ
b
τ

只

L
宇
量
z
'
'
a
B
e

ぞ

k
-
r

‘
，
、

愈
備
に
て
ゆ
か
る
冶
な
ら
ば
稽
名
い
花
し
て
望
み
を
建
げ
た
し

t
@
も
の
と
、
い
ま
一
つ
は
極
集

，
、
に
巴
申
‘

t
t
ι
t

，
，
‘
.
2

軍
事
ι
F
A

の
闘
の
受
難
と
い
ふ
踏
に
つ
き
て
は
い
づ
れ
に
し
て
も
只
々
宇
宙
開
に
ま
た
k

な
き
4

詑
つ
花
み
ひ

と
b
の
え
ら
い
が
が
を
印
私
ひ
献
し

τ
、
三
r
の
務
上
、
創
刊
〈
装
部
長
し
て
ず
ぬ
器
拡

k

a
-
-

み

B
Z
ι

書
事
晶

L
酔
脂

共
に
は
な
れ
ぬ
身
主
な
ら
ば
か
な
ら
宇
自
分
も
よ
き
ひ
と
じ
な
る
じ
相
違
な
し
、
然
ら
ば
か
、
る
御

L
F
K

主
‘

u
a

み
酔
怠
』
，
曹
苫

4

訟
が
を

S
F

，
h
F
ι晶
軍
事

方
と
共
仁
離
れ
ぬ
身
仁
な
る
こ
主
な
れ
ば
た
t

ひ
火
の
中
、
地
獄
の
中
で
も
其
の
中
仁
も
精
紳
中
広

A
ぞ
4
-
F
a

品
量
‘
を

e
'

』F魯
奇
骨

s
a
t
a
h
E
A

い
は
れ
ぬ
業
し
み
t

満
足
と
は
戚
じ
ら
る
、AK
思
ふ
、
業
御
方
の
し
詑
は
し
き
仁
実
御
名
が
何
人
に

で
量
こ
・
事
担

4

暑
主
を
@
首
'
食
事
な

h
F

寄

も
明
す
こ
主
も
出
家
同
心
の
奥
底
か
ら
裳
え
ら
い
御
方
の
御
名
が
奮
は
で
は
居

p
p
れ
ぬ
'
c
h
r
ふ
の
a
J



む
'
も
お
い
で

m
m
E
a
'

守
陣

主
二
つ
の
う
ち
何
れ
が
あ
な
た
の
解
名
の
出
て
来
る
動
様
で
あ
る
が
御
問
ひ
申
し
た
(
候
.

亀
込

B
p
a

・
0
4
&

〈
み
た
畠

h
F抱
指
‘
，
，

智
慧
t

慈
悲
と
高
の
錨
に
克
き
る
、
お
み
ひt
h
y

の
え
ら
ゐ
御
方
を
し
た
ひ
っ
、
念
い
f
k
E

が
日
々

に
鈴
川
町
に
部
品

V
て
玄
都
野
鯨
に
艇
鋭
が
り
一
射
が
つ
ゐ
に
鋲
町

m
t即
っ
て
し
ま
ふ
党
そ
れ
で
も

』
圃ι
F
I

抱
ん
骨

M
v
tん

a
a
h
=
ん
=
-
喧
'
み
が

ま
す
f
t
E

念
々
に
念
じ
て
い
よ
/
、
精
紳
が
か
花
〈
な
っ
て
一
念
の
金
剛
石
が
ま
すf
I

磨
か
れ
て

を
申
h
H品

ζ
晶
司
、
‘
，
e
-
b
A

品
h
p』F
刷
骨
密
宇
量
晶

Fお

t
b
・
'
b
h
v
臨
ん
え
い
事
克
巳
ヲ

4
h
'

f

る
t

其
念
の
金
剛
石
に
心
震
界
に
輝
き
ま
す
み
ひk
b

の
御
方
の
発
明
は
反
映
す
。
恰
か
も
臼
光

s
‘
，e
-
-

臨
ん
え
h
v
.
-
F

と
ん
=
‘
，a‘
量

M
V

担
う
せ
・
曹
に

9
s
・3

常
い
申
‘
，
宮
崎

u
p
m
'
a
F

ん
晶
，
、

が
賓
石
に
反
映
す
る
と
主
{
に
τ
彼
の
金
剛
石
と
云
ふ
賓
石
は
日
中
に
太
陽
よ
b

受
柁
光
を
合
蓄
し

'
a
h

睡
眠
F
'

脆
t

，
，
、n
a，
詑
金
主

h
v

て
夜
a
wも
品
開
発b
を
放
つ
の
で
夜
売
の
玉
と
も
世
に
云
ふ
と
か
や
、
ぞ
れ
よ
b

は
も
っ
と
f

、
き
よ

き
隠
は
し
き
僻
が
も
ひ
じ
か
花
ま
っ
た
針
践
例
の
脱
船
の
郡
山
抽
載
ず
が
恥
慨
に
総
臨
す
か
留
や
{
主

相
直
き
か
に
=
'
砕
を
ゐ

a
‘
，
ぜ'
e

つ
抱
h
v

制
民H

ぜ
い
ι

宇
酢
』

F，

h
た
ほ

a
'
e
-

は
聞
き
ぬ
。
大
阪
の
濁
に
潜
み
て
居
る
賓
石
よ
。
絶
待
仁
大
な
る
事
者
の
光
に
克
き
る
‘
、
賓
石
ょ
.

ち
ん
e
&
3
8

哩
晶F
f
b
H
-
u
v
f
b
a
-

，
も
う
か

A
h
h
F

白
か
ら
珍
重
し
た
ま
へ
よ
。
自
ら
克
磁
なE
と
な
云
ひ
た
ま
ひ
ぞ
。
克
礎
に
は
宇
宙
開
仁
い
t

霊
な

叫
ん
1
u
v

る
み
ひ
か
b

は
民
映
せ
向
。

岨F
e
a
ζ
'
-
9
-

書
置
の
き
み
に
は
党
主
ひ
あ
な
た
の
み
ひ
かb
は
永
し
へ
に
贋
は
し
〈
月
の
そ
れ
の
如
〈
に
照
b

-
同
三



四
四

h
p陣

-
-
-
a

‘
=
・
・
畠

渡
れ
E

も
そ
れ
で
も
御
名
を
よ
びτ
あ
な
た
を
念
ふ
必
の
う
ち
に
と
を
す
み
ま
す
之
は
の
花
ま
ひ
し

ぜ
ん
免
章
常
h
v
b

，
‘
怠
岨

F
L
'

で
-

導
師
@
き
み
は
、
お
も
へ
ば
思
は
る
〉
中
、
而
し

τ
は
な
れ
北
《
て
も
は
な
れ
る
こ
と
の
出
来
ぬ

L

ん
み
つ
け
つ

d
F
b
s
u
v

記

親
密
の
結
合
の
ふ
た
b

の
聞
で
あ
る
E

の
た
ま
へ
b

。

い
な
う
ら
や
ま
し
〈
も
な
し
。

ぞ
れ
が
う
ら
や
ま
し
〈
は
な
い
の
で
あ
ら
5

B

ぷ
ん
拍
は
う
孟
き
ち
陵

い
か
じ
主
な
れ
ば
自
升
を
疲
て
も
さ
め
て
も
抱
擁
し
て
盾
る
御

か
-

h
F記
=
託

方
で
あ
る
に
あ
t

あ
な
た
も
答
へ
る
の
で
な
い
か
。

を
b
u
F
L
t

い
&
・2
h
，
、
，
‘
，
s
・3

晶
色
直
島
み

M
r
-

被
安
倍
の
某
が
大
唐
闘
の
高
楼
に
の
ぼb
て
天
の
原
ふ
b

き
り
見
れ
ばt
一
冨
は
れ
た
言
嚢
に
、

M
r車
'
也

k
a
'
ζ

こ

t
-
』
骨
官
民
隠
ん
と

4
8

・
・
也

今
三
千
里
の
波
漉
を
超
え
て
此
の
岡
仁
来
て
何
一
つ
本
国
に
て
見
花
物
ち
な
い
の
仁
天
の
は
ら
に
さ

-
ほ
ん
ご

f

晶r
-・
が
炉
事
帯
主
怯

u
r

量
な
‘
咽

や
か
な
る
月
は
本
国
の
藩
日
の
三
笠
山
に
眺
め
き
ぞ
れ
と
同
じ
物
で
あ
ら
う
か
邸
周
党
も
み
こ
し
の
肘

で
あ
ら
う
か
と
い
ふ
た
・

-
S
l

油
価A
こ
4
h
F
4

こ
は

t

つ
量

L
V
H
u
-
F
L

も
ろ
こ
し
は
愚
か
高
闘
の
何
の
描
に
ゆ
か
う
主
も
一
の
月
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
し
・
昔

ι
E
V
E
-品
事

'
B
a
F

‘
み
凪
臨
ん
ま
，
、
島

τ
t
-
L

う
を
う
担
且
つ
宮
山

F
-
r
-
e・‘E
τ
s

g押
掌
し
や
ら
双
樹
の
下
に
浬
嘆
の
枕
を
照
し
た
り
も
宗
温
の
歌
に
詠
み
な
さ
れ
た
月
・

8

今
肱
窓
を
照

晶
h

な
っ

-
-
p
a
ι

，
，
、
.
そ
ん
畠
ら
こ
と
陰
隠
島
市

し
居
る
も
皆
一
つ
月
な
る
を
、
そ
れ
と
等
し

f

脅
掌
が
有
ゆ
る
宮
葉
を
つ
〈
しτ
血
管
花
、
』
免
た
る
漏



圃
同
信
畠-
e

ご
M
a
-
F

，
，
M
r
a

静
也F
e
u
a
a
'
'
s

‘
畠
宮
島

陀
如
意
滑
か
ま
花
し
ゃ
が
む
に
の
必
の
う
ち
に
輝
て
居
る
み
だ
の
党
h
p

も
.
一
ニ
世
諸
備
の
御
心
を
鵬

t
a
'
e
'
h
F
'
u
t
h
b

色
t
L
b
'
=

骨
骨
み
ふ
晶

F

し
ま
す
掃
陀
も
宗
風
の
む
ね
に
光
を
放
っ
τ
居
る
み
だ
も
い
ま
愚
郁
の
む
ね
じ
標
〈F
、
此
罪
の
探

h
F
事
h
v台
‘
，
申
骨
量
量
事
憶
を
る

き
可
愛
想
な
奴
よ
と
ゐ
は
れ
み
の
か
、
っ
て
お
る
も
同
じ
捕
陀
仁
て
候
.

h
u担
山

F
'
T
U
F
'
a
a

お
な
た
は
針
る
や
読
で
ね
て
も
さ
め
て

2

な
た
の
胸
の
う
ち
仁
一
息
(
に
出
入
な
さ
れ
玉

ふ
み
ほ
と
り
も
税
引
一
つ
の
伊
於
仁
て
あ
る
こ

k
を
。
新d
叫
が
き
み
の
猷
釘
ば
討
は
る
、

k
Yふ

轟
砂
採
量
盆

m
v
a
H
Z

の
は
如
来
と
衆
生
t

の
聞
は
か
は
ち
な
ぐ
岡
じ
・
一
・9
の
大
ミ
晶A
ヤ
の
子
E
も

E

う
し
の
こ
と
な
れ

'
障
害
酔
晶
=
晶
=
宇

A
Yば
槽
臨
ん

ば
、
大
阪
に
居
る
子
E

も
の
こ
と
は
こ
、
に
居
る
子
に
も
矢
張b
お
も
へ
ば
お
も
は
る
、
の
で
本
と

加
g
H
v
a

う
じ
大
ミ
オ
ヤ
を
し
た
ふ
人
ほE
し
た
は
し
き
も
の
は
な
〈
総
・

h
z
a
h
h

畠
辛
抱
竃

大
ミ
オ
ヤ
は
い
か
に
寝
等
を
見
そ
な
は
し
玉
ふ
ら
ん
.

b
b
a
a
=
ι
F

・
h
v

亀
ん
官
み
申
込
注
品
官
巴
飽

震
は
永
し
へ
仁
可
愛
き
訴
を
見
つ
〉
あ
る
故
仁
、
設
も
ま
た
費
し
み
我
名
オ
ト1+
J
守

a
b

血
栓

A
E

噛
ゑ
島
・
・
ん
ほ
か
，

ミ
グ
傭
〉
t

呼
A
Rよ
ま
こ

t

じ
我
は
訟
の
オ
ト
ー
す
?
で
あ
る
故
に
慮
な
〈
我
を
オ
ト
ー
す
?
と

b
h
H

亀
晶
宮
胞
を
電

A
官

B
L
P
'
'
-
n
a

，
h，
a崎
ゑ
宇

a
b
E
A
V

呼
A
Rょ
。
我
は
設
を
離
れ
て
よ
h
v
設
い
交
の
売
を
背
仁
L

ム
ハ
書
翰
麹
@
闘
の
も
ま
た
を
換
が
貨
の
里

〈
ナ
ム
ア

ご
開
豆



骨
-
e
-
F
'

E

謂
ふ
て
あ
る
を
い
か
計
ら
に
か
気
づ
か
ふ
て
居
る
こ
と
よ
と
、

世
邑玉

ふ
な
ら
ん
。

ミ

オ
ヤー
は白
永2 穴
し
え

我t
ら
を
携を
み品

世
ほ
巴

p
h

す
包
ま
い
つ

M
r』7・
W
H
V

る
孟
る
争
帯
‘
，

E
a
'
g
H、し
目

き
れ
ば
君
よ
、
大
ミ
品A
ヤ
の
慈
悲
な
忘
れ
玉
ひ
そ
.
何
時
で
も
何
慮
で
も
章
も
夜
も
、
行
住
坐
臥

阻
な
し
ん

t
A
V

に
も
し
ば
し
も
離
る
》
こ
と
な
き
ミ
オ
ヤ
を
異
質
じ
し
詑
は
し
{
お
も
ひ
な
さ
る
の
で
せ
う
。

怒
っ懐

か
し
〈
し
た
ひ
な
さ
る
の
で
せ
う
。

ま
た

世主

宰;
詩~~:

~~上伝
海t 人tf
がのん

心;道?
のる詠5
うと
もつ
に?と
咲富へ

(て
詑2.
は

訟
』
r
n
v
a

み
だ
よ
b

外
に
し
る
入
は
な
し

信
事
責
M
V
'

主

A
'
E
a
ぬ

H
Vと
担
・
・
か
ん
静
品

a・

を
の
遺
詠
じ
っ
き
て
爾
三
人
の
人
の
思
ひft

に
戚
じ
た
る
さ
ま
を
鱈
b

合
ひ
り
る
・

H
v
b，
い
凪
拍
血
・

4
E
‘
巴
ぷ

b

か
っ
t

わ
る
工
、

5

・m
富
除
~
，
、
尋
な
苧
'

一
人
の
日
{
、
鬼
共
は
自
分
勝
手
の
悪
き
心
、
朝
か
ら
晩
ま
で
苦
し
み
悩
み
に
み
た
さ
れ
て
居
る

-
-
F
、
・

h
唖
・
・
だ

h
w
帽
を
曹
=
申

E
'
E
M
-
-
-
s

折
々
は
己
が
悶
え
に
己
れ
な
か
ら
も
い
か
ん
止
も
い
た
し
が
た
な
きγ
時
ゐ
b

。
此
憎
み
闘
え
の
必
は

量
A
ぴ
&
う
っ
た

E
'
E
h
v，
孟
令
骨
な
い

L

ん
卵
、
も

H
e睡

何
人
仁
訴
え
て
も
タ
ヲ
べ
で
は
関
情
は
寄
せ
た
る
や
う
な
る
も
其
内
心
仁
は
き
て
も
f

、
愚
痴
の
多
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ι
ι
t
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h
v
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a
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h
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き
御
方
よ
・ζ
思
ふ
て
異
質
に
我
が
憎
み
を
わ
り
て
〈
れ
る
人
は
な
い
.
し
か
る
に
た
っ
た
ひ
と
ち
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融
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。
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仁
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見
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は
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れ
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ら
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と
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。
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仁
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叉
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滑
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篠
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仁
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光
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熟
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蒔
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縁
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懇
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献
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叫
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光
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催
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摩
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仁
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き
じ
あ
な
た
の
答
に
、
他
の
事
柄
は
い
つ
に
成
て
も
限
b

な
い
何
を
さ
し
お
い
て
も
一
大
事
の
道

t
'

曹
'
a
'
こ
&
ぜ
酔

h
M
L

せ
い
し
ん
官

K
L

モ
@
い
う
者

M
r
b

の
修
行
の
事
は
是
非
い
た
し
度t
の
あ
の
精
紳
が
女
子
と
し
τ
あ
な
た
仁
其
勇
気
と
つ
よ
き
軍
思
を

E
9

，
a
h
r
m
叫
邑
み
を
伊
‘
ゐ

e
A
h
F
4

も
っ
て
お
る
こ
と
に
つ
き
で
は
賞
に
た
の
も
し
〈
お
も
ふ
て
お
ち
ま
す
.
探
川
の
宮
岡
門
前
に
是
の

-
q
&

降
‘
，a
z
-
-
a

智
a
t
L
t
h
a
F

み
脂
・

L
­

如
き
の
賓
石
の
有
・9
し
と
は
お
も
は
ぎ
り
き
能
f

玉
商
と
成
っ
て
磨
き
あ
げ
て
見
花h
v
t思
ふ
。
宗

陣u
a
'
a品L
A
E
，
‘
，

激
安
心
上
の
こ
主
に
つ
き
て
.

L
.，
陣u
・3
h
A
L
a
h
u
v

で
，
，
ι

宗
教
の
安
心
主
云
こ
と
は
三
の
徳
併
が
あb
ま
す
-

a
ん
え
昔
量
当
‘

f
t
-

一
何
の
要
求
，
(
目
的
〉

t
A
h
F

品
医

a
h
Fん

二
何
の
瀞
を
本
掌
k

す
、

三
い
か
に
し
τ
献
の
恋
ド
信
一
す
る

m，

e
H
h
-
n
，

-
-
L
A
'
'
z
b
M
r

，
L
L
A

，
‘
，
，
免
‘
=
、
，
b
，
、
‘
&

一
何
も
要
求
な
し
に
信
仰
は
で
き
ぬ
.
是
に
つ
き
て
ハ
い
〉
、
卑
き
信
仰
は
形
の
幸
福
を
求
む
る
た
ゆ

e
，
‘
，h

み
島

h
v
h
u
v
ζ
ん
』
ご
〈
ら

4

て
ん
とt

・3
a
L
A
F

‘
，
‘
っ
と
記

h
r
L
ι
酔
き

ハ
ゐ
〉
実
上
は
未
来
の
霊
魂
が
極
集
ま
た
天
圃
仁
生
れ
た
い
・
と
の
信
仰
ハ
は
)
最
も
車
き
信
仰
は
現
.
在
よ



み
晶
い
え
』
F
え
品
帽
幅

h
v，
、
・0
・'
h
，
‘
，

-
r
'
-
'

み
，
、
"
'
み
申
‘
，
、
‘
，
e
h
v
t
n
'
a
B
A
'
f
z

晶
￡h
a品
企

ち
宋
来
永
遠
に
ま
で
犬
光
明
を
設
む
b
τ

紳
の
光
明
中
の
生
活

t

成
っ
て
人
格
闘
請
に
成
ち
た

L
ん
か
‘
，

い
と
の
信
仰
。

a
m

伊
事
底
ん
牢

A
L
A
-
F

事

ζ
晶
い
守

ι
A
，
‘
，

a
F
L
A
'
'
4
'
W
A

ぜ

ニ
何
の
締
を
本
骨
骨
と
し
て
信
仰
す
る
.
是
に
卑
し
き
信
仰

t

高
き
信
仰
t

の
別
あ
b
.

ハ
い
)
、
現
世

邑F
h
v
t
'

み
か
胞
か
皐
巴

e
m
M
W
H

，
ぜ
い
L
ん
と
う
色
町
皐
み
な

h
F
a
L
晶F
A
E
a
'
L
Fみ
し

ι
v
a
h
g
h
v
=
a
J
b

〈
‘

国
仰
の
山
の
紳
ま
た
川
の
紳
日
月
星
伝
等
ま
た
天
の
御
中
主
の
紳
等
の
紳
を
信
じ
て
現
在
の
辛
腐
を
求

い
唱
し

L
品
h
r‘
，
畢
品
棺

A
古
品F
L
A

』F
a，
酔
串
み
島

h
V
3
4

島
，
、
宜
し
巳
よ
ら

h
v

む
る
の
は
卑
き
信
仰
。
ハ
ゐ
)
じ
夫
よhy
も
一
陵
高
い
信
仰
の
紳
は
、
未
来
の
極
集
に
在
ま
す
如
来
さ

t
ι
3
t
t
A

邑
a
，

h
v
L

ん
み
島

h
v，
。
ば

4
ι
t
a

ま
E

か
天
閣
の
天
の
父
き
ま
と
か
一
宮
む
を
信
守
る
未
来
立
振
な
固
に
τ
業
し
〈
ら
す
こ
t

の
で
き
る

ι

晶
縫
ん
允
酔
う
ち
・

3
h
u
'
a
，

F
み
ま
し
宮

h
v
L
A
m

，

K
量

や
う
に
信
今
る
.
ハ
は
〉
一
番
高
い
の
は
宇
宙
に
無
量
の
紳
は
在
ま
せ
E

も
一
切
の
紳
備
を
統
一
す
る

鼠
E

に
孟
ら
島

h叩
，
k
‘
，
t

曲
、
に
a
p
・
h
v

，

h
vし
a
M
・
9
2
u
v
s

‘
品
館
h
v

旬
h
，
‘
‘
，
E

師
a
，

s
h
A
4
b
a，
a
‘
，

t

程
の
如
来
な
b

、
無
量
光
如
来
は
一
切
諸
備
の
最
掌
第
一
に
し
て
無
量
光
無
遁
光
等
の
十
二
の
名
あ

こ

n
'
h
v

に
孟
色
刷
事
事

2
3
'
h
v

ほ
A
a
e
A

え
い
え
ん
い
曹
に
よ
ら
い

b

て
此
唯
一
の
如
来
が
宇
宙
唯
一
の
本
章
に
しτ
永
遠
仁
活
E

ふ
し
の
如
来
で
あ
る
.

h
u，
a
-
4
b
・
，
巴
畠
ら
h
v
E
b
-
-
，

h
宇
&
'
・
・

9
L

，
，
、
』

n
b
u
v
e
u
v
t
白
9

肱
u
v

三
、
い
か
じ
せ
ば
無
量
光
如
来
の
光
明
に
揖
取
せ
ら
れ
て
光
明
の
生
活
仁
λ
る
こ
と
が
で
き
る
と

合
g
b
h
ι
E

且
・
肱
事
量

'
ι
申
'
b
A
U
F
h
v

に
a
品
川
v
t
b
3

ゐ
P
号
車
'
u
r
.
，

な
れ
ば
、
唯
い
つ
で
も
私
共
の
方
に
真
正
面
に
向
て
お
る
活
り
る
如
来
な
れ
ば
戸
光
明
名
批
(
ナ

S
9
a

量

b
A
b
s
A

恒
品
包
畠
ら

M
V
4
H
a
'
h
辛
苦

'
a，
U

巴
肱
&
'
t

量
苫

ム
ア
ミ
ダ
傍
〉
を
稽
え
τ

て
心
不
慌
に
念
守
れ
ば
つ
ゐ
じ
は
如
来
の
先
明
を
設
b
τ

、
鎗
の
卵

-
K
4
A
 



一
-
t
o

m
v
a
-
-

炉
~
る
と

4
b
t
t
L

ん
晶F・
，L
晶

ι
A

凪
ん
ぷ
曹
&
昔
に
よ
ら
い

r
'
M
H

・3
み
，
‘
，
聾

-
e

が
雛
チ
に
勝
北
す
る
如
〈
に
判
刷
、
ど
も
の
信
仰
心
も
一
心
に
念
偽
す
る
時
は
如
来
の
光
明
に
揺
め
ら

ぬ
贈
呈
'
ま

3
h
信
炉

'
M
〈

b

き
と

L

ん
か
う
し
ん
凡
『
ら
拍
書

8
t

わ
り
角
帽
・4
3

る
、
が
蚊
に
つ
ゐ
に
は
卵
の
中
よ
り
癖
北
す
る
如
〈
に
信
仰
心
が
開
(
れ
ば
、
患
て
も
嘉
て
も
光
明

、
，

P

な
に
よ
ら
い
加
惜
し
の
し
ひ
と

L
P
h

ゃ
う
E
う
と
争
宜
事

H
u，主
a
，
f
H
a
，

中
の
目
「
ら
し
t

成
っ
て
如
来
の
思
召
に
か
な
ふ
人
と
な
b

、
而
し
て
命
絡
の
時
に
正
し
〈
無
量
光

‘
，p
・
3
管
担F
J
V
う
ま

4
b

ん
ぜ
港
人
睦
さ
つ
酢
と
み
な
‘
，

駒
世
界
に
生
れ
て
観
世
音
菩
薩t
等
し
き
身
と
成
る
こ
t

を
得
.

A
ι
ん

H
A
ぷ
9

‘

A
Y

つ
担
に
孟
ら
い
は
な
た
宜

か
や
う
に
安
心
を
き
め
て
会
僻
を
以
て
常
に
如
来t
鰭
れ
ぬ
や
う
に
なb
玉
へ
よ
。

ゆ
づ
金
を
し
そ
る

h
y

に
譲
り
申
候
。

事
&
記

ま
た
綾
の
便

.八

艇
が
辺f
-
M
w
f
f

の
部
はm
m
ξ
一
郎γ猷
t
gと
の
が
{
科
目
恥
量
の
い
肌
{
協
の
い
叫
し
お
の
析
し
総

す
ぺ
L
t
.

-
-
eよ
は
畠
主
ヨ
&
血

F
b
-

‘
，
量
・

a

此
世
の
ゐ
ら
ゆ
る
こ
と
は
藩
の
夜
の
ゆ
め
の
如
〈
、
夢
の
中
じ
は
ま
ご
t
t

思
へ
E

も
さ
め
て
見

ι
A
巴
つ

E
9

あ

れ
ば
貫
賓
で
は
あ
ら
ざ
b

き
。
よ
ろ
づ
は
み
な
ま
ぼ
ろ
し
の
と

E

〈
、
し
ば
ら
く
は
貨
じ
有
る
も
の

み
た
も
章
者

ι

'
c

見
ゆ
れ
E

も
忽
も
仁
消
え
は
て
ぬ
れ
ば
ま
こ
'
と
の
も
の
な
ら
ざ
る
を
知
る
・



岡
山
・z
'

也
噛
者
宇
‘
，
慮
a
w

‘
‘
，

a
e
-
H

晶
亀
ん
官
曹

V
A
=
ι
F
&
-
w
h
"

禦
量
識
経
に
備
が
仰
せ
ら
れ
て
候
.
我
い
ま
設
ら
に
か
た
る
・
世
間
の
事
を
人
は
是
に
よ
る
が
故

a
q

提
&
甘
み
ち
え
ヲ
晶
量
‘

u
'

・
6
揖

に
由
て
備
の
遁
が
傍
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
常
に
つ
ら
つ
ら
思
ひ
計
っ
て
も
ろf-
、
の
あ
し
き
を
ば
越

F
ι
r，壱
こ

s
b
a

咽
い
A
4

ぎ
り
て
す
ぺ
て
の
善
き
も
の
を
え
ら
み
わ
り
て
つ
'
c

め
て
光
を
行
錯
ぺ
し
・
い
か
じ
t

な
れ
ば
愛
欲

h
v申
書
え
い
F
O
A
V
祖
先
・
・
童
書

4
9
，

L
A
C
9
h

拘
し
み

も
接
眼
鉱
閉
華S
常
に
保
つ
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
な
b

、
み
な
嘗
に
別
離
す
ぺ
し
・
異
質
の
業

主
を

ι

角
叫
廿
む
し

ι
A
H
E
m
v

，

t

出
品
ふ
ち
の
に
は
あ
ら
今
.
能
{
殺
を
き
冶
て
つ
と
め
て
精
遁
す

4
し
・
そ
こ
で
至
心
あ
っ
て
安
楽

E
L
?

，
胞
が
事
ゑ
轟
母
島
か
す

f
h
t
・
-
こ
よ'
a
T
A
V
み
，
奇
ま
・
昭

9
K
4

品

田
に
生
せ
ん
と
願
ふ
も
の
は
智
慧
明
藩
仁
し
こ
功
徳
獄
勝
な
る
こ
と
を
得
4
し
必
の
欲
す
る
所
K

L
危

7
9
t

凶E
L
-
h
v
t
ι
b
聖
u
-
F
a
L

，
内
ゐ
a

，

a
t
=

骨
士
宮

随
て
経
戒
に
腐
負
て
人
白
後
仁
在
る
こ
t

を
得
る
こ
k

な
か
れ
.
徳
を
つ
み
功
を
立
る
こ
と
じ

-
M
r
9

・
'
4

酔
&
-
-
s

・

於
て
は
遁
越
の
人
よb
も
先
へ
す
‘
、
め
.

a
'
'
B
e

み

5
4

品
価
書
つ
ほ
と

J

ま
を

と
の
仰
を
う
げ
た
ま
は
b

て
、
捕
勃
菩
躍
の
備
に
申
し
ゐ

-
-
3
a
'
S
F

、
.
曽
・
・
哩
凶

υ
A
m
v
と
F

、
.
巴
ヨ
モ

あ
な
た
の
仰
せ
ら
る
る
如
〈
に
寅
心
に
こ
れ
を
思
ふ
に
、
世
間
の
人
々
は
寅
に
其
れ

‘
，
h
v
t

，

u
p
-
-
F
&

信
u
v

皐
ち
し
仇
唱
し

に
相
湛
あ
b

ま
せ
ん
.
噌
A
Yあ
な
た
が
ひ
t

人
を
あ
は
れ
み
な
さ
れ
て
大
な
る
道
を
顕
示
た
ま
ふ
τ

み
h
b
m
V
4

た
す
晶Fる
二
&
え
ー
量
虐
ぜ

こ
れ
じ
よ
b

て
耳
左
目
が
開
明
き
τ
ま

ζ
k

に
度
脆
を
得
ま
す
。
あ
な
た
の
仰
を
う
り
た
ま
は
b

，
、
i
o
a
品
，
‘

&
ζ

畠
歯

i

τ
み
な
獣
喜
せ
ぎ
る
も
@
は
有
・
り
ま
ぜ
ぬ
.
あ
な
花
が
き
は
ま
h
y

な
き
所
の
御
さ
とL
9

を
も
て
き
か

げ
ま
す
じ
は
、

-
七



七

B
っ
こ

A
-
-

あ
み
だ
備
の
聾
を
開
花
て
ま
つ
h
y
、

び
に
た
へ
ま
せ
歩
。
心
が
関
関
す
る
こ
之
を
伊
ま
し
た
・

b
p
t
a
e
A
-
a
t
A
官
M
r
-
ほ
と
e
a
p

宇
t
a
'
L
h
‘
，

e

盟
梓
章
が
ま
た
み
ろ
〈
ぽ
さ
つ
に
仰
ら
れ
る
に
は
.
設
が
言
ふ
と
と
f

備
を
敬
っ
て
数
e
e受
る
も
の

r
A
V
=
'
ふ
，
、
主
，

V

思
邑
げ
み
島
丸
隠
と

ω
"と
な
h
，
昔
'
a
'
u
b

は
賓
じ
・
幸
掘
で
あ
る
・
容
易
に
は
備
の
遣
に
あ
ふ
こ
と
を
得
守
・
わ
れ
作

t

僻
し
て
経
訟
を
設
き
ち

主
屯
L

，

3

ぁ
，
、
み
理
‘
&
τ
，
、
m
v
τ
，
、
見
V
L
'
・
3
巴
宮
&

ろ
も
ろ
の
欲
を
さ
b

、
衆
の
砲
の
源
を
ふ
さ
ぎ
、
い
ま
r
度
せ
ざ
る
も
の
を
度
し
、
生
死
左
泥

・
み
ら
拍
げ
た
L
L

定
A
官
そ
a
n
抱
が
唱

7

ぴ
と
F
‘
、
え
い
が
書
吾
〈

r
，
で
ん
F
、
・
L
A

ぱ
M
V

混
と
の
道
を
決
正
す
.
み
ろ
f

よ
設
も
英
他
の
数
し
れ
白
人
々
も
永
劫
よ
b

六
道
に
展
縛
し
て
憂

'
e
h
〈
事
し
み
q
E
富
刷
‘
，
こ
ん
ぜ
L

辛
苦
L

畏
動
苦
t

の
具
に
言
ひ
っ
f

さ
W
Aる
ほ
E

受
り
て
今
世
に
い
た
る
ま
で
生
死
に
さ
ま
よ
ひ
た
b

、

ぜ
〈
だ
き
る
た
め
仁
、

事
-
-
m
r
A
V
よ
吾
毛

す
〈
ひ
の
道
を
得
ま
し
た
の
で
賓
に
歓

み
唖
，
B
A
M
寺
え
と
・

8

孟
怯
な
嘗

し
か
る
に
い
ま
備
に
相
あ
う
て
経
法
を
き
、
、
あ
み
r
偽
を
聞
f

こ
'
と
を
得
北hy
。
快
ひ
か
な
甚

畠
帽
悼
ん
軍
記
F
k
・

0
二
な
ん
官
串
4
&
F
E
-
-
B
ら
‘
，
伊
申
書
官
‘
，
t
み
ー

だ
善
L

、
わ
れ
波
ら
を
助
げ
て
喜
ば
し
む
。
設
ら
い
ま
自
らζ
の
生
死
老
病
の
痛
苦
あ
る
身
を
い
と

み
に
4
F
も
た
量
き
た
申

ι

巴
且
ん
で
み
打
ザ
み
記
，
担
ζ
な
H
V

ふ
ぺ
し
・
事
し
露
不
滞
に
し
て
築
む
べ
き
も
の
な
し
。
よ
み
し
ぐ
自
分
決
断
す
ぺ
し
。
身
を
描
し
行

先
f
L
‘
，
金
曹
r
、
主
者
二
&
な
指
唖
白
柚
奇
書
か
ら
誕
生
寄
孟
こ
h
s
a

司
h
r
s
s
v
B
と
こ
-
a
訟
と
昔
ζ
t
F
M
F
t
ζ
&
ぉ
‘
τ

を
.
正
し
て
盆
々
諸
善
を
作
し
己
を
修
め
憶
を
按C
し
心
の
拐
を
涜
除
し
言
行
忠
信
に
し

τ

表

a
z
-
-
な
E
b
p
t
k
r
ぷ
ん

ι

ん
か
・
-
3
B
E
a
m
た
τ
〈
畠
い
っ
し
ん
・
・
止
の
f
E
t
h
7
b

E

裏
と
相
臆
す
ぺ
L
.

人
能
〈
自
込
山
の
信
仰
が
自
民
wを
度
の
で
あ
る
.
精
明
仁
求
願
て
善
本
を
讃
累



ぜ
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&島
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出
店
ら
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a

ゆ
だ
申

B
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u
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，
K
9
E
'
a
g
f
ι
ι
'
'
K

唖
し
み
昔
は
竃

ば
、
一
世
の
勤
菩
は
炉
夏
の
聞
な
り
と
い
へ
E

も
後
に
は
供
量
蕎
備
の
固
に
生
じ
て
快
難
極
り
なt

E
V
M

‘
，
E
，
、
ゐ
ふ
な
が
ま
よ
ぴ
担
岨
む
さ
惜
，
い
酔
争
守
、
な

h
vみ
う
お
い
金
ん

E
h

，
.
1
・
、
出

が
f

道
徳
と
令
明
し
永
f

生
死
の
根
本
を
扱
き
ま
た
貧
寒
煎
痴
帯
憎
の
患
ひ
な
し
正
、
設
ら
各
々
精

事
こ

L

ろ
し
主

f
H
ん
‘
と
め
う

t
u
F叫V

主

S
-
一
ヲ

4
3

み
づ
か
あ
弔
ま
ら
な
亨

逝
て
心
の
所
願
を
求
よ
。
疑
を
お
こ
し
中
に
悔
て
自
ら
温
容
を
矯
こ
E

勿
れ
.

み
g
h
v

曽
申
書
岨

F寺

b
a
v
t
F
τ

、
骨
量

右
は
御
経
を
ぬ
き
書
し
和
評
し
て
書
き
し
る
し
て
選
る
、
御
よ
み
な
さ
れ
か
し
・

8
M
m
v

勿
・
ほ

'
L
-
h
h
H
h
v
H
u
r
tら
酔
量
み
な

4
.，

捕
陀
の
光
の
外
じ
心
軍
界
を
照
す
も
の
な
し
・
一
向
に
ま
と
こ
ろ
を
も
て
御
名
を
崇
め
み
だ
の
み

な
か
を
つ

L
，

m
つ

ひ
か
り
の
中
に
掻
取
せ
ら
れ
ん
こ
t

を
い
の
り
た
ま
へ
な
む
あ
み
だ
備
。

で
ん
庖
-
-
3

苫
島
も
に
ん

2
p
dみ
A
V骨
を
畠
し
弔
う
み

m
V量
=
忌

電
報
に
で
御
老
人
の
御
命
絡
の
こ
E

こ
り
た
ま
は
り
候
た
ヱ
硝
名
の
聾
を
も
で
こ
れ
に
と
た
ふ

首
鼠
-
3

胞
が
凶
事
常
常

h
r，
、L
0・
，
ま
E
τ

島
晶

F
h
.
h
F
h
r

畠
，
民
が

E
F

ぜ
'
E
S
F

る
の
み
。
仰
ぎ
願
C

ば
捕
陀
大
光
国
か
に
照
し
た
ま
ひ
て
彼
の
昆
界
を
明
に
し
、
惑
悲

h

て
揺
交

時S し
、 無むた

痛み始日ま
陀だ畷;は
の劫2 ん
草寺来t こ
容支の t 
を無2 を
脂主明?
仰み生与
し死i
花の
て夢2
まさ
つめ
b て
、、

摘み無む
陀f~ 錦ー

の泥吉
必5 湿ん
水2 の
はづ滞?
身み園巴

のに

頂5 型;
. <e-

tこ 5
株?っ
しし

観A 金え
菅会蓮え
勢主ひ
歪どち
はき
衣2 ぬ
を‘る

お
お
宮
輿
え
て
殺
せ
し
む
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台
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官
邸
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を
・
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に
齢
耐
え
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や
叫
慌
の
蹴
齢
ザ
併
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ザ
桜
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る
こ
左
を
・9'

'
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』v・
・

憶
の
身
は
泊
先
に
り
ら
し
も
今
よ
b

は

肱
量
‘
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h

こ
、
ろ
は
花
の
上
に
や
E
b

つ
.

Uで
な
き
は
な
の
な
か
ば
を
わ
砂
よ
が
し

h
a
F
 

や
が
て
ゆ
f

ぺ
き
我
た
め
に
も
と
.

な
き
ひ
主
の
伊
ず
む
砂
と
し

τ
は
舵
離
れ
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r
・9
ほ
か
じ
こ
れ
な
f
総
伊
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ひ
た
す
ら
m
m似し
た
ま

w
m
m
の
ひ
か
b
は
か
の
蛇
黙
を
黙
し
た
ま
ふ
・
な
む
あ
み

r
m恥
・



A
Z
 

対
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ヤ
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低
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〉
る
艇
ず
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伊
都
み
の
艇
は
ち

g
る
蹴
な
{
鱗
況
と
m抑
制
加
み
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よ

b

て
恥
仰

は
向
島
あ
事
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晶r
t
h
v
L
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'
'
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台
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お
い
宮
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r
曙
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A
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t
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昼
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曹
ゐ
u
u
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竃

u
v

き
働
き
在
る
御
子
な
れ
ば
家
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の
漉
掃
臆
針
遁
退
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裁
縫
説
誕
捺
染
乃
歪
す
4
て
の
作
潟
t

し
て

'
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刷
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い
か
な
‘
守
書
ん
ま
い
だ
令
官
宇

'
L
a

書

P

，

s
-
'
t

書
き
命
令
の
つ
・
と
め
な
ら
ざ
る
は
な
{
、
必
し
も
=
一
昧
道
場
の
所
作
の
み
な
ら
今
日
々
三
業
の
作

と
=
・
0
こ

L
a
s
h
M
Mん
且
宮

4
S
&
t
h
H

虚
偽a
q

量
主
事
智
担
ゐ
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9

事
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ι
主
事
=
と

S
E

す
慮
悉
〈
念
働
な
ら
ざ
る
は
な
L
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口
仁
構
ふ
る
念
働
は
狭
義
の
念
働
にτ
一
一
切
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識
の
所
作
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V

つ
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つ
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宇
，
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=

仇
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A
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が
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仁
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ざ
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は
な
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・
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=
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さ
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つ
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き
御
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の
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た
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な
ぐ
憐
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師
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額
母
難
戚
じ
申
候
.
ま
こ
主
じ
犠
れ
ば
時
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の
渇
ぎ
ゆ
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こ
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の
い
・
と
は
や

一
七
竃



-
七
六

こ
申
=
s
‘
島
色

S
L
3
L
H
u
'
f
b
g

定
植F障
な

'
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9

f

、
此
頃
新
た
に
年
越
迎
ひ
し
・ζお
も
O
し
じ
、
も
は
や
三
月
の
竿
と
は
成
仁
げ
ら
し
、
賞
に
お
も

り
r
n
v
-

主
な
か
こ

L

畠
み
行
岨

へ
ば
無
常
の
世
の
中
よ
お
も
ふ
じ
っ
き
て
も
ま
ずf
、
必
し
て
い
き
み
F

、
て
っ
と
む
ぺ
き
ぞ
墓
旨

ヲ
晶
F
h
t
a
?
と
&
富
晶
ら
あ

に
仕
へ
奉
る
事
に
て
候
。

‘
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h
v
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事
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且
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'
=
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'
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'
u
a
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申
巴
a
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'
E

大
粧
を
拝
見
し
奉
れ
ば
此
世
の
一
日
一
夜
墓
旨
に
仕
ふ
る
事
至
誠
に
し
て
精
鍾
な
ら
ば
彼
滞
土

b
S
M
V
富
い
し
ゅ
智
帯
・
'
-
-
p
a
け
い
は
・

4
‘
，
F
A
f
ら
晶

に
於
て
百
議
修
業
す
る
に
勝
れ
たb
と
.
時
計
の
針
の
一
つ
1
1

、
を
一
秒
間
位
は
わ
づ
か
なb
t
τ

，
、
，
砕
を
申
L
a
v
a
，
が
い
む

塞
費
し
τ
な
す
と
L

そ
.
英
一
つ
F

、
の
っ
か
り
聞
の
そ
れ
の
つ
も

b
1
1
h

花
生
涯
じ
わ
た
b

て
無

・
事
事
え
M
E
M
-
4
師
事
み

p
'
'

み
官
Z
A

量

t
A

抱
極

量
永
却
の
光
明
に
す
、
む
り
込
ま
た
岡
崎
じ
ま
よ
ふ
の
と
む
か
れ
ゆ
〈
R
7岐
動
じ
て
ぞ
あ
る
。
大

h
v
L
，

h
p

世
に

m
n
v
L
L
ん
し
ぜ
ん
し
伊
普
b

食
品V
官
ヨ
，
、
そ
こ

ι
づ

き
〈
云
は
Y

蒋
趣
牟
尼
傍
の
ご
主
{
に
至
異
至
善
歪
美
の
極
み
に
遣
し
た
る
も
、
地
獄
の
底
に
沈
む

だ
い
由
化
'
h
ひ
，
ぴ
宇
・
一
，
，
‘
.
=
-
s

‘
・
・

h
u
E
，
‘
，
せ
を
A
t

や
う
な
提
婆
港
多
も
日
々
に
秒
々
の
な
か
の
心
の
用
ひ
ゃ
う
の
い
か
立
が
か
〈
無
上
世
噂
と
成
る
ぺ

-
S
A
a
h
u
r
a
r

ゐ

M
G
帯
量
h
a
，
、
E
e
-
-
e
A
g
h
v
た
ふ
&
s
，

き
基
本
に
て
そ
の
あ
な
た
の
霊
ω
戚
情
の
奥
底
に
潜
在
し
て
お
る
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
隼
い
と
も
有
が

士
@
主
為
こ
と
&
出
師
e
a
h
a
同
，
=
&
で
争
仇
凶
V
M
V
ん
晶
F
a
h

た
い
と
も
襲
し
い
と
も
悦
ば
し
いt
も
い
か
な
る
言
葉
も
詮
表
す
る
事
由
来
ぬ
霊
鳳
を
威
令
ぺ
き
も

'
B
t
f
刷
け
ん
げ
ん

の
が
伏
在
す
る
そ
れ
は
い
つ
顕
視
す
る
も
の
で
あ
ら
う
.
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晶

人
間
の
威
情
の
臭
に
は
種
々
の
事
色
も
香
も
あ
る
面
白
き
も
の
悲
し
き
も
の
愈
恨
じ
耐
へ
ぬ
込
の

-
Fん

-
B
t
f
u
r

・
ふ
，
、

f
u
v
-

売
れ
し
き
も
の
よ
ろ
こ
ば
し
き
も
の
あ
ら
ゆ
る
厩
じ
の
あ
る
も
の
が
伏
在
し
て
居
る
伏
在
し
て
居
つ

盛
ん
由
'
'
n
v

，
、
い
畠
酌

h
v
a
z

ば
砲
事
・
・
い
で

て
も
本
能
の
ま
、
で
は
た
と
へ
ば
い
か
に
美
し
き
色
香
を
有
す
る
花
にτ
も
ま
花
咲
問
ぎ
る
ほ
ど
は

-
B
h
N
，

a
u
v官
事
.
，
‘

見
る
こ
t

は
で
き
ぬ
や
う
な
色
の
に
で
あ
る
。
あ
な
た
が
ま
た
ニ
人
の
令
嬢
を
持
っ
て
見
ぬ
ほ
E

は

=
先
日

v
h
F

肱
V
M
V

か
ん
む
申
告
巳
雪
静
ん

-
Fん

子
に
劃
す
る
可
賓
と
い
ふ
感
情
の
質
成
は
か
や
う
な
も
の
で
あ
る

t

は
戚
守
ぎ
b

し
な
ら
む
。
ま
た

え
菅
舗F
・
3

害
者

E
-
-
S
M
V
E
a
'
r
A
V
F

ん
げ
が

務
恵
嬢
の
先
r
も
な
さ
れ
し
動
機
に
あ
は
ぎ
b

し
か
ば
哀
働
の
賓
戚
は
買
に
此
や
う
な
せ
つ
な
き
も

け
い
け
ん
竃
‘
，

g
事
で
者
ぜ
ん
ぬ
い
令
咽
ゐ

L
F
E，

a
F品
目
白Vう

の
な
る
を
経
験
せ
ぬ
む
か
し
は
想
像
に
も
出
来
ぎb
し
こ
主
な
ら
め
.
会
館
其
哀
惜
の
感
情
な
る
も

書
量
ぜ
'
う
は
‘
，
肱
血

F
A
包
帯
a
'
r
'
z
u
r

の
は
先
r
た
れ
し
嬢
の
方
に
あ
る
も
の
な
る
か
勝
た
あ
な
花
の
戚
情
の
賓
在
なb
し
や
と
い
は
ば
.

を
喧
酔
ん
を
骨
巴
。
ぅ
‘
し
し
申

'
M
い
を
晒
者
，
、b
u
r

業
戚
じ
其
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の
は
あ
な
た
の
情
に
あb
し
も
の
な
b

し
・
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れ
ば
t

て
若
生
涯
英
機
曾
に
ふ
れ
ぎ
れ

巴
こ
指
，
、
そ

ζ
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ぜ
い
唖
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，
・
B
〈
ぜ
い
哩
昔

r
h
V
5

ば
自
己
の
奥
底
に
此
や
う
な
性
能
の
伏
在
す
る
も
の
と
は
お
も
は
ぎ
b

し
な
ら
ん
.
先
だ
た
れ
し
接

允
畠
酢
邑
眼

A
O
-
-
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を
こ
ふ
，
、

Z
M
V

込
エ
喜

U
V
E
A
v
-
-
F
ん
巴
直
下
2

事
官
巴

A
V酢
A
E

・
'
昔

は
あ
な
た
の
魚
に
人
の
本
能
の
奥
底
に
伏
在
す
る
慮
の
非
常
な
る
戚
情
の
味
を
賓
戚
さ
せ
る
動
機
を

-
a

，
睡
眠
富
島
す
L

担
〈
a
e
-
-
p
e
b

歯
医
仇
い

t
苛
』F
t
唖
昔

あ
な
た
に
供
し
た
の
で
、
倫
夏
に
進
み
て
あ
な
た
の
奥
底
じ
潜
み
て
居
る
大
ミ
オ
ヤ
と
の
霊
的
戚
膳

-
七
七



面白tk 
害t て裳ゐまといにせ の

(申おう磐義;mz はるい でつ、 に信

な おだ何2 、て涙2 事r
手τ jJ'" いに主業2 、のfl
ま つ tt 起きも で い.øn.‘に ，、~‘ 

b た い る い も < が愛童す震鼠きと丈つ 八 主傷?霊空わオ会あ t 
四 云工ロー威主れヵ ーれ繍2

τ やもで由 I -Tt t王以t"" 現襲す~ 品、 うなあ 2 ヲ・ λt }:. J};l~ き
尾争 にを b9常Fすシて出Eで τ z 
2とま .~ !> ま な 裳傷ま 2 ぉ tt 蹄t
の じます戚ZE さのらし ぺ
蹴E らす・の いで き
れむ れ・霊f つしてすめや
、

ま傷主的2 よい居をも tまう
ま すあ い戚情酔つの、に
カZ ・と 味を 2k て、 3すあ
き は賓とにはーもあ jJ な

あ 威主て 今主〈 な た
匂量 な を 大差 tこ つ tt. ヲF
ふ た縄えき お を の シ御お

自主, の tt な L、 へ涙きゐ 、、

菊屯 b k ?と だの芦?なと ~ 
の す き b、 τ 血事 め
花患 れに お ゃ 、の本史申2

‘・ が b や う 鋒'出でう主 たる ι 
み tt ?と さ に〈る
な み し ま 藁尻2 よ 傷; 1二わ 七

但ま t tこ~ !> 口t: s U' 1¥. 

な な の 御ーた も を L、

jp 、 あ IJ L、 11! b ?之 て
ら 裳2 ぃ b、 の のら tt jJ'" 候事t 
大量 と Tご な 方すと し つ b
ミ き き ':1 カ宮 tt • 
.:t 威主れ も ，，/:p こ の
ヤ 損:ι て つ な 、 ? 



ι
岨
，
‘
，
t
a
b
h
n
'
晶
晶
、

.

.

 

，
h刷
'
t
s
-
b
品
主
曹

の
不
可
思
議
の
御
手
に
成
b

し
も
の
、
積
ら
人
々
を
た
ま
ふ
御
慈
し
み
の
現
は
れ
と
信
守
る
時
は

b
t
@

晶F
A
守
主
‘
H
U

岨
量
胎
量
暑

L
s
b
ι
・
9
=
申
ご
ろ
な
宮
署
A
E
a
z
は
事

眼
仁
業
し
み
を
威
と
共
に
胸
に
か
た
じ
り
な
さ
を
費
え
申
候
.
此
頃
懐
か
し
き
清
き
岡
施
の
き
み

記
-
z
，
書
菅
q
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e
t
t
-
S
e
t
h
-
‘
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・
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A
晶

a品
書
晶

@
御
玉
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に
接
し
‘
承
は
れ
ば
大
ミ
オ
ヤ
の
蕗
先
@
下
に
ま
すf
、
御
信
b
wの
す
、
み
な
さ
れ
候

B
a
v
，
b
者
二
時
=
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富
島
島
晶

と
E

賓
に
随
喜
此
事
に
候
。

‘
品
a
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‘
，
w
'
ι
'
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、
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'
a
，
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'
h
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寺
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，
，
a
'
t
ゐ
‘
e
h
F

』F
t
a
，
、
し
ゅ
t曽

P
8

犠
み
る
に
世
仁
宗
散
の
種
々
に
分
れ
た
る
中
に
歳
は
何
れ
も
共
通
の
動
あ
る
中
に
各
特
種
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の
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=
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何
事
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、
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、
ね
h
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唖
ね
い
τ
‘F

だ
いV
E
A
晶r
t
h
u
，
，
‘
，

t
惨
事
与

P
き

の
大
光
明
、
吾
入
は
自
に
こ
そ
見
え
ね
.
あ
み
だ
如
来

τ

ふ
絶
針
的
大
人
格
は
鯨
査
の
免
.
豚
ー
を

‘
，

W
ん

b
h
H‘

ι
-
v
E
'
'
r
'
'
3
‘
，

e
&
3
3
b

胞
が
み
な
主
食

t
a
'
z
h
w
E

以
て
現
に
吾
等
衆
生
を
常
恒
に
照
議
し
た
ま
ふ
.
我
等
が
露
名
を
呼
ぴ
奉
れ
ば
あ
な
た
は
‘
之
を
問
問

‘
免
両
包
畠
み
-
'
‘
，
，
晶

hいv
h先
“τ
.
a‘9

に
孟
畠
山
刷Fz

哩
げ
ん
.
ま
‘

E

拍
h
，
ら.
e

‘
も
，
砕
砂
"
晶
抱
.
章
‘
=
.
‘
‘
s

こ
民
，
-
.

き
玉
ひ
、
我
等
が
身
に
敬
越
し
奉
れ
ば
、
如
来
は
働
眼
国
か
に
我
等
を
照
克
L

玉
ひ
、
む
-
に
紅
劇

・

τ
ま
宮
民
主
畠

M
V
L

・
6
守
'
抱
晶

ι
-
F
r，
‘
，
a
'
Aね
ん
民
主
甘

ι

畠F
E
'
'
h
，
t
L

を
念
じ
皐
れ
ば
如
来
も
ま
た
衆
生
を
念
じ
た
ま
ふ
。
衆
生
の
憶
念
す
れ
ば
備
も
ま
た
衆
生
を
憶
が
、

信
-
-
e
ι
u
a
'
u
h
h
v
b
L

，
，
、
記
量

e
'
食
い
t
者
世
u
v
e
a
偽
岨F
4
h

ぃ
，
‘
，
t
ら
た
ま
』

q
a

，
U
H
h
s

し
玉
ふ
t

善
導
大
師
は
蒋
し
玉
へb
・
絶
劃
的
大
人
格
は
太
陽
の
照
し
玉
ふ
蜘
{
に
、
常
に
我
等
を

:
・

2
ι
r
p
'
'
t
b

‘
，
巴a
・
・
・
舘

h
F
E師
事
み
や
'
也
事
，
、

b
a，
み
畠T
'

み
a
v
-
-

，
ョ
‘
，a
t

，
、
師
事
み'
'
E
'
e

府
し
宝
へL9
.

制
冊
品
発
如
定
例
の
大
発
明
中
に
光
明
の
名
?
一
を
唱
へ
光
明
に
館
街
岬
す
り
る
、
，

a
骨
民
主
畠

M
V

な
邑F
L
A
-
-

時
は
こ
冶
も
ま
た
如
来
の
中
な
る
こ
t

を
信
知
す
る
こ
と
を
得
.

h
h
島
‘
晶
民
主
色
刷
ほ

9
ι
ι
ζ
Z
A
v
b

宇
'
h

量
と
ぶ
つ

L
a
v・3
K

盆
苫
晶

v
s
-
F

み

我
等
は
本
、
如
来
法
身
の
子
と
し
て
傭
性
の
卵
な
b

。
保
性
の
卵
は
卵
殻
の
中
に
あb
τ

白
か
ら

h
a障

u
-
F
E
F
t

に
孟
畠

d
v
a
9
b
h

邑
A
'
'
M
r
b
h

ら
暑
申
抱
量
苦

大
ミ
オ
ヤ
の
申
し
な
る
を
自
畳
せ
ざ
b

し
・
如
来
は
捨
身
と
し
て
は
本
来
の
ミ
オ
ャ
、
寝
等
は
其
卵
な

H
'・
且
つ

ι

帯
、
，
h
Hま
ヨ

ι

ぜ
a
h

・
u

，
、
b
-
a
o
t
e
t
T
-
b
a
s
B
4

，

ι
e
.，
た
ま

E
J

b
.

我
等
が
傍
性
の
卵
は
自
然
に
解
化
し
て
重
き
人
と
鋳
る
こ
・
と
は
出
家
同
.
我
等
が
働
性

ω
卵
セ



.. 
，
、
-
p
t
t

す
亀
脆
隠
‘
，
ι
ι
に
主
S
M
V

常
h
v
e
p

隠
'
b

品
館

H
H
V
，
、
-
n
'み
a
v‘
，
，
拍
晶

a
t

温
め
て
解
化
し
給
ふ
は
卸
丸
報
身
如
来
の
大
慈
悲
で
あ
る
.
報
身
の
大
悲
光
明
は
常
に
循
ね
{
賜

師
陣

h
H
a均
ぷ
唖
し
畠V
E
P‘
，
せ

'
t
A
'
b
s
s
&

ぽ
阻
ん
ゆ
忌
こ
、

b
q
b

民
主
畠
」
V
8
4
"
-
-
，

・9

劃
れ
ど
も
念
偽
衆
生
の
み
掻
取
せ
ら
る
。
費
等
偽
を
念
品
?
る
敢
に
心
的
備
に
如
来
の
慈
光
の
中
仁
ゐ

L
a
a
，
み
，
‘
，

b
a
，
み
，
‘
，

3
a
=

・

8
9
包
巳

a
s
M
V

抱
A
'

量
晦

a
'
H
H
ん

=
-
a
b
a

担
ん
事

b

、
念
々
に
稽
名
し
τ

稽
名
す
る
如
〈
に
必
常
に
如
来
を
念
令
る
時
は
能
念
の
必t
所
念
の
捕

h
a
a
ゐ
a，
k

‘
，
勺
担

b
u
F
b
'
A
b
A
a
h
v

し
A
品
、
相r
h
v
u
-
b
b

ん
抱

A
Pぜ
い

陀
の
思
寵
ん
常
に
和
合
す
る
が
故
に
必
量
が
あ
花
、
ま
b

て
信
必
開
曇
す
。
至
心
に
熱
誠
な
る
は
是

に
よ
邑
h
v

芦
.
巴

O
M

ん

L
L

ん
ム
だ
ん
組

A
E
-
-

‘
，
，
由
民
・
量

M
V
K
-
L
A
E
h

如
来
の
大
慈
悲b
z念
ず
れ
ば
な
b
.

至
心
不
断
に
念
品γ
る
時
は
漸
〈
温
ま
・
り
て
内
容
の
信
心
。
か
た

あ
允
晶F
S
ん
も
'
H
V

な

'
B
f
U
2
a

民
主
ら
h
v
a

司
い
陪
帯
晶

F
H
U
た
ま
ご

R
E

ち
つ
〈
b

て
恰
i
n卵
中
の
雛
が
鮮
化
す
る
如
{
に
如
来
を
愛
慕
し
て
止
ま
守
・
官
て
卵
子
の
程
は
牝

E
'
L

お

a
e
a
-
-

で
世

e
t

鶏
の
あ
と
を
慕
ふ
て
歩
か
ぎ
れ
ど
も
肢
に
雛
と
な
れ
ば
、
ピ
ヨ
ピ
ヨ
鳴
き
て
お
や

E
b

の
あ
E

を

Q

し
た
が

'
b
h

す
で

ι

ん
S
、
・

h
巳
ま
2

出
M
V岨
9
a

・
・

6

酔
晶

き
随
ふ
て
行
{
.
栽
ら
巳
に
信
心
の
卵
開
接
す
る
時
は
た
と
ひ
慈
悲
の
御
す
が
た
を
見
る
こ

E

能
は

畠
し
た
ま
奇
苧
こ
‘
，
喝
事
だ
い
し
，
、
.
，
邑

F
M
V
ζ
・
毒
事

u
a

み
思
ほ
か

ぎ
る
も
必
じ
は
慕
ひ
申
しτ
止
ま
子
。
弘
法
大
師
の
「
塞
海
炉
心
の
う
ち
に
民
(
花
は
調
陀
よ
b

外

L

見v
a
b

畠
仇
h
t

ヨ
是
寺
脂

'
b

す
で

F
a
t
a
-
h
a

宇

に
知
る
人
も
な
し
」
t
.

現
等
卵
の
時
は
親
あ
る
と
t

を
知
ら
g
b

き
.
巳
に
雛
と
鋳
る
時
は
親
も

b
p

・
-
脂
圃

v
ι
ぉ
b

こ
事
惨
事
縫
い
L
b

品
S
E

胸
抽
象
酢
島
血

'
A

見v
a
ζ

色
。

子
を
劃
し
子
も
智
ぞ
慕
ふ
、
我
が
弘
法
大
師
は
信
心
の
花
開
{
が
故
に
雛
子
と
し
て
捕
陀
と
云
ふ
親

を
針
る
が
蹴
に
W
Wも
ヂ
を
獄
じ
あ
は
れ
み
縦
ふ
て
い
ま
す
、
さ
れ
ば

m
m
m
T
b
m
m

仁
一
知
る
山
川
は
芯

一
八
王



一
二
ゐ
穴

し
色
。
撚
釦
曹
も

w
w
e
e
俄
M
Mす
る
が
械
に
w
m
τ裁
を
や
と
し
て
砲
し
縦
ふ
，

w
w仁
一
知
ら
れ
み
だ

事
h
r
z

い
格
砂

に
愛
き
る
、
ほ
ど
事
が
あ
ら
う
か
.

e
e
ι

ひ
と
を
申
し
事
つ
広
島
し
ん
ぶ
ん
か
・
事
量

h
a

皿V
&
S
1
ι
p
a

世
間
の
人
は
其
出
入
ま
で
も
新
聞
な
r

に
掲
げ
ら
れ
て
数
多
の
世
の
人
々
に
知
ら
る
、
λ
を
ゑ
P
9

H
V
&

も
ら
・
事
申
ま
，
、
も
骨
虞
晶

L
L
4
7

ふ
を
宇
必

ι

守
品
市

い
人
t

か
羨
や
ま
し
が
っ
て
居
る
・
深
山
が
〈
れ
の
朽
木
誰
も
知
ら
れ
凪
賎
が
伏
屋
じ
臥
す
賎
女
に

L
A
B
-
M
f
h
r
は
唖
み
だ

ι

ん
も
主
曹
を
品
ひ
と
昔
、
，

E
〈
そ
ん

t
&

こ
畠
量
ひ

て
も
信
心
開
畿
し
て
捕
陀
を
信
知
す
る
時
は
其
入
品
宇
宙
獅
掌
な
る
みr
の
知
る
慮
一
色
錨
つ
て
日
々

恒

F

、
む

'
h
Y
9
4
b
'

み
'
&
z
a
-
-
a
v
-
-
'
=
b
a

‘
，
争
孟
‘
‘
，
ひ
と

L

じ
念
々
に
無
量
の
光
明
を
以
て
揖
護
ぜ
ら
れ
て
居
る
.
ぁ

r
な
る
名
を
浮
世
の
農
の
人
に
知
広
る

b
M
L
V

珍
事

-
-
L
'
a
-
F

晶
い
み
い
邑

F
h
F
S

、
よ

h

，
は
如
何
に
賎
の
女
が
、
大
悲
の
お
や
様
に
知
ら
れ
ま
た
探
〈
愛
せ
ら
れ
あ
る
身
の
蜘
何
に
幸

-at 
緬
刊
ゆ
る
か
.

主

H
V
&車、
.
h

怖
い
e
t
a
v
L
3
-
F
ι
ζ

‘

&
v
f
g
v

骨
h
H
'
・

3
a

き
'
ι
宇
‘
，
ふ
晶
F
み

世
の
人
々
は
大
悲
の
み
を
や
を
唯
死
後
の
彼
底
に
の
み
求
め
守
、
現
在
我
等
が
如
き
業
時
探
き
身
i

-
w
h
S

世
い
研
書
怠
は
な

m
v
，
こ
・

8

智

2
E
M

舎
も
，
、
・U
宇
'
d
'
n

，
‘
，
、
事

は
心
じ
大
悲
ω
お
や
様
を
離
れ
て
は
日
々
の
心
が
地
獄
餓
鬼
畜
生
道
に
堕
落
し
っ
、
あ
る
身
じ
τ
ゐ

げ
ら
宮
い
世

e
s
a

は
な

h
H
d
F

れ
ば
、
現
在
の
日
々
の
す
べ
て
の
中
に
お
や
様
を
離
れ
ぬ
や
う
に
希
は
し
〈
て
こ
そ
.

ぜ
い
こ
巴
拍

a
F
u
p
a

，

h
a
a
w
w
a品
宮
山v
=

愈
唖
'
拍
ほ

e
a，
a
-
-
&

清
居
士
よ
、
願
〈
ば
一
人
も
多
{
現
在
よh
y

お
や
子
の
名
乗
ゐ
ひ
を
し
て
大
ミ
オ
ヤ
の
照
誕
の
下



h
-
-
h
F
，
，
‘
・

ι
晶
晶
F
，
‘
宮
弘
』
F
t
-
，
、
.
，
z
a
B
Z
A

包
a
-
a
&
s
h
a
且
‘
，

じ
霊
じ
活
き
、
活
々
し
た
信
仰
を
以
て
霊
的
に
活
動
し
今
日
の
っ
と
ゆ
ま
で
色
語
f

如
来
の
加
硯

'
'
h
p
=
t
A

包
帯
挺

h
H
d
F
書
ふ
'
・
b

カ
の
も
と
に
易
ま
し
〈
つ
主
治
ら
る
、
や
う
な
信
者
を
ま
す
ま
す
出
す
や
う
に
願
は
し
〈τ

候
・

-
訟

h
h
，
.
，
a
司
副
目

h
r
，

S
M
M

富
h
A
r
-
-
-
F
9
a
'
n
h
F

ひ

大
ミ
オ
ヤ
は
我
等
凡
て
が
大
悲
の
乳
鼠
仰
を
は
な
れ
て
震
に
枯
渦
せ
ん
k

ず
る
も
の
冶
錦
に
大
悲
の

ふ
&
エ
晶
h
h
v
畠
且

3

・
B
4
b
h
s
h
刷
い
食
a
b

机
ら
み

H
U邑

.
犠
に
あ
た
、
治
め
て
霊
の
乳
房
を
合
ま
し
て
識
等
が
震
を
活
か
さ
ん
が
滞
に
我
等
に
事
旨
を
そ
、
宮
・

縦
へh
，
。
問
船
守
は
臨
m
m
m
の
智
伊
を
撮
し

τ
裁
が
智
の
宮
部
に
般
か
さ
れ
ん

t
鴎
ふ
。

‘
，
a
m

拠
巴
札
ぜ
い
‘
h
u
a
s
a

品
こ4

量
生
'
M

い
づ

a

ふ
た
-
e
b
a
B
轟
，
，
曹

'
e

生
れ
難
き
人
生
若
し
る
空
し
〈
闇
黒
の
中
に
盛
し
な
ば
何
れ
の
世
に
か
は
再
び
克
明
の
露
佑
じ

担
U
F
H
陣
=
ん
巴
も
え
い
晶
ゐ
剖
E
h
V
0
4
b
a
'
h
'
a
，
，
‘
い
の
ぞ

遇
。
が
た
し
。
願
〈
ば
今
日
よ
り
、
永
遠
ド
ま
で
大
悲
の
光
明
の
中
じ
活
き
ん
こt
を
望
ま
し
く

富
島
畠
晶
=
B

慮
E
b
a
F
'
L
'
c
a
干
事
=
曽
，
、
ね
ん
骨
量
t
a
m
-
ι
A
e
h
v
f
b

晶
明
白
居
士
ょ
、
も
か
き
程
み
花
の
ミ
定
ヤ
が
議
等
衆
生
の
子
を
憶
恋
し
給
ふ
親
践
の
轟
葺
を
御

‘z
a
，
.
画
書
広
島
ふ
轟
酔
陀
a

・
，
，
a
'
h

ま

建
附
侯
間
一
容
納
し
て
給
へ
よ
.

八
七

艇
がJ
Rれ
ば
畿
が
町
長
〈
こ
k
い
と
践
し
.
‘
は
や
が
で
ま

E
z
t

・

ω和
祈

-
A
t
 



一
八
八

E
，
，
-
H
=
，
‘
，
h
-
t
ι
ι
h
u
v
a
'
b
品
局
M
V
む
・
a
v
'
B
事
に
a
S
M
T
軍
師
事
‘
，
h
v
‘
，
‘
，
-

a胃
逗
の
停
まb
難
し
e

き
れ
ば
此
身
の
奥
に
心
霊
の
方
面
に
於
て
、
無
量
毒
如
来
の
発
明
の
中
日

ゑ
ん
青
山
v
-
h
v
e
'
'
軍
事
『
M
F
b
b
司
、
抽
F
U
V
事
&
号
。
，
、
白
骨
‘
，
e
，
‘
‘
，
ぁ
ゐ
刷
、
宮
丸
陰
巴

永
遠
の
生
命
と
常
住
の
卒
和
な
る
浬
築
制
作
を
認
め
て
其
光
明
中
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
て
始
め

τ

ι
ん
a
咽
ん
む
ん
，
書
ふ
晶
晶
‘
陪
・
3
H
U
包
帯
う
巴
ゐ
e
，
、
，
晶
ι
品
担
ん
Z
A
V

異
の
安
心
を
得
ぺ
(
候
。
若
し
一
方
に
無
常
迅
速
の
有
錦
を
信
今
る
に
あ
ち
ぎ
れ
ば
、
念
悌
を
は

と
・
畠
指
骨
ん
官
。
，
軍
事
お
ん
倉
品
f
b
'
a
'
a
z
，

S
ん
官
官
み
も
え
ι

九

げ
む
必
も
起
き
ざ
a

ぺ
し
・
ま
た
一
面
に
常
住
安
稽
の
光
明
裡
に
安
住
す
る
遁
を
得
ざ
れ
ば
異
に

s
ι
ι
品
‘
，
‘
白
=
、
晶
F
L

・

-
u
な
担
a
f
b
a
'
b
a
v
，
.
惨
事
槍
a
，
，
、
・
n
・
3
h
m
申
書

安
心
得
る
こ
t

能
は
歩
、
比
所
も
彼
慮
も
同
じ
〈
大
ミ
オ
ヤ
の
先
明
中
な
れ
ど
も
一
方
は
光
明

‘
，
a
z
畠
?
h
t
ん
，
、

"
'
E
・
'
t

主

=
a
b
品
む
ゐ
阻
は
ん
巴
宇
'
ι
4
4
b
，
‘
，
，
‘
，
t
p
u
d
v
担
な
指
豚

中
に
有
震
暢
輔
の
活
動
を
錯
す
ぺ
き
慮
、
一
面
は
無
錦
渥
築
常
業
の
光
明
の
中
何
れ
も
同
じ
大
ミ

f
i
n
・
'
命
軍
事
色
‘
，
記
官
官
4
-
F
f
H
'
み
且
V
5
串
令
官
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光
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迎
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湿
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.
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滞
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仇
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仇
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=
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蜂
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。
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司
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懐
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仁
融
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縛
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重
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仁
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ん
抱
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迷
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=
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・
畠
F
し
晶
F

品v
h
u

巳

a
F
.
，
E
Z
F
ゐ
'
"
、
.
，
L

を
示
し
柁
ま
ひ
、
ま
た
託
〈
は
稗
誕
生
・
尼
t

鋭
し
て
、
慈
父
の
な
さ
η

貧
里
に
さ
ま
よ
ふ
窮
子
を
め

E
Z
み
・
&
A
a
畠
h
u
E
ん
丹
ル
畠
こ
-
a
S
E
-
B
，
，
、
，
.
L
'

は
れ
み
、
慈
父
の
御
許
仁
よ
ば
ひ
寄
せ
て
有
ゆ
る
無
重
の
賓
を
悉f
附
嵐
し
た
ま
は
ん
・
c

思
召
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仁
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仰
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u
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仁
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・
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。
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錯
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な
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葉
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仁
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仁
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膨
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璽
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伽
ぎ
た

担
量
を
し
母

4
2
b
ら
ふ
胞
が
肱
書
・
伊
凶
柑
ゐ
た

-
h
h
r
A

可
に
同
き
告
に
圃
幅
低
塩
事
陣

F

ま
へ
左
卸
す
、
』
め
申
遁
候
.
顧
{
ば
笹
川
家
の
いv
l』
暖
か
な
る
家
の
庭
に
咲
匂
ふ
花
の
い
よ
、
民

九
一



九

陀
h
v
U
ふ
た
ふ
と
'
t
t
.
‘
士
電
車
ヲ
富
島
s
b

免
か
し
主
、
大
慈
父
の
偉
き
御
名
を
癖
へ
て
い
の

b

奉
b

候
.

A 
丸

憎
い
z
-
a
E
a
w
且
・
3
4
A
‘
，
邑
a
H
F
旗
富
と
寺
よ
E
‘
，
u
・
'
』
・
3
a
'
え

e
'

大
慈
の
大
ミ
オ
ヤ
の
慈
悲
方
便
を
以
て
豊
川
の
里
な
る
清
き
同
胞
衆
に
泡
ふ
こ

-
c

を
得
た
る
は
寅

怠
晶

'
u
h
&
こ
る
=
&
に
a
'

・
v
f
i
n
-

み
a
v
-
-

寄

-
P
肱
げ
h
e
h
v
‘
畠
た
奇
跡
凪
'
t
A

に
悦
び
仁
耐
え5
る
慮
、
殊
に
如
来
の
光
明
照
b

わ
た
る
笹
川
家
に
於
て
諸
ぴ
t

の
鎗
に
法
線
h
g

u
e
'
t
こ
&
a
a
こ
伊
量
担
a
h
a
‘
&
a
-
F
は
む
ら
食
品
F
つ
い
を
唖
は
ら
書
&
ぴ
と

山
崩
ぴ
た
b

し
は
寒
仁
喜
の
揺
り
な
り
き
・
惟
ふ
じ
豊
川
村
の
中
に
就
て
小
野
原
の
里
人
は
、
笹
川

家
の
舵
き
船
艇
の
総

M
，
の
由
来
即
応
の
町
に
肢
は
し
き
祇
俄
ふ
な
る
伊
総
を
航
山
り
る
こ
と
は
町
民
仁
新
耐

富
b
s
b
h
F
E
A
=
4
6
n
V
3
a
'
ζ
h
F
a

、

w
w
A
富

-
M
峰
げ
む
ん
晶
F
‘
，
そ
ん
L
ん
阻
ん

の
至
b

に
候
。
一
家
仁
な
れ
ば
一
闘
譲
生
興
す
と
の
格
言
、
候
川
家
の
信
仰
は
一
材
、
。
信
念
を
奥

げ
ん
E
・
，
‘
，
S
4
2
品
ら
品
を
申
は
ら
君
b
ι
ん
か
・
3
-
a
L
A
V
'
畠
-
F
t
4
b
U
9
t
a
，

き
し
む
る
原
動
力
仁
で
候
。
小
野
原
の
里
に
信
仰
の
強
き
賓
に
所
以
あ
る
韻
・
き
て
、
過
日
ま
で
賞

常
事
官
苧
う
担
い
V

巳
S
4
つ
巴
き
ん
ま
い
忌
告
た
酢
d
r
t
に
ι
医
&
に
ほ
A
ぜ
ん
ね
'
-
u
E
ぜ
ん
な
ん
し
ぜ
ム

道
場
仁
於
て
十
人
目
よ
b

の
別
時
三
昧
曾
北
に
東
に
西
に
殆
んE
日
本
金
島
よ
b

集
へ
る
善
男
子
善

巳
a
ι
h
z
k
申
h
v
a
な
晶
r
t

」r
だ
い
そ
う
w
u
'
B
ぜ
い
b
h
V
3
&
‘
宮
&
ま
う
九
雪
し
ん
酔
‘
，
脂
ζ
金
暑
さ
品
ら
ふ
凪
ん
R
A
J

女
子
凡
そ
三
十
名
像
、
中
に
帝
大
卒
業
生
四
名
の
如
き
は
最
も
猛
烈
に
信
仰
を
興
し
申
し
候
会
働

竃
ん
ま
い
b
・
，
A
畠
智
肱
ま
を
る
ふ
ら
ふ
E
9
ι
F
ん
E
9
ι
h
r
コ
畠
M
r
g
申
込
，
t
h
o
-
z
を
L
a
e
ふ
品
加
い

E

三
昧
の
妙
味
を
味
ひ
申
し
候
。
貨
は
先
日
来
御
家
判
断
を
待
も
詑
申
候
へ
E

も
御
出
な
き
は
稲
野



さ
ん
の
が
智
ば
み
た
じ
ぽ
戚
守
党
総
別

w伎
の
祭
模
よ
み
へ
ら
る
る

r
m
wち
て
ザ

，
、
，
h
v
曹
ま
を
す
量
晶
ら
ふ
e
p
e
晶
招
u
r
b
併
記
眠
ん
ュ
‘
‘
，

A
h

申
量

h
F
4
3
&
‘
臨
ん
』
F

・h
'

壱
串

面
曾
を
期
し
申
ぺC

候
.
賓
に
現
代
は
我
日
本
圃
民
の
錦
仁
御
象
的
如
き
を
模
範
に
戴
〈
小
野

店
島
署
&
ご
a
e
9
a
-
u
品
毎
回
画
畠
，
、
事
ふ
ら
b
b
u
F
巴
憎
ん

ζ
，
、
み
ん
曹
で
も
・
骨

原
の
里
の
如
き
は
賓
に
模
範t
錯
す
ぺ
き
部
落
に
て
侯
.
お
も
ふ
に
我
日
本
圃
民
は
巳
仁
知
誠
@

a
B
・
，
a
v
'
e
，
、
む
品
品
開
&
S
R

，
&
，
、
こ
ん
t
h
v
@
ι
令
骨
量
ご
と
首
h
v
z
，

H
Hん
s
a

宮

b
曹

方
は
長
速
に
進
歩
を
錯
し
た
る
も
、
道
徳
の
根
底
に
震
る
べ
き
宗
教
の
如
き
は
青
抵
年
内
聞
に
忘
れ

ヨ
&
r
'
b
d
E
M
，
、
事
ん
も
む
骨
h
r
k

ゐ
L
'
a
F
@
瞳
い
ま
b
'
B
a
'
a

挺
a
，
‘
6
4
-
F
晶
画

ら
れ
た
る
如
き
は
賓
じ
我
圃
民
は
知
議
の
片
足
を
長f
延
し
た
h
p
t

も
未
だ
宗
致
に
依
る
遁
舗
の
片

肢
の
態γ
は
山
市
佐
艇
の
駅
取
の
釈

h
?を
制m
M
M
、
除
は4F・
k
m
M
h

い
管
財
ダ
の
轟
山
内
た
る
は
然
訟
な
れ

y
』
も
山
崎
山
町
を

w
mふ4
き
銭
，
棋
を
院
て
陵
町
を
炉
一
軒
せ
ま
る
白
刷
物
般
の
黙
た
る
こ

k
は
能
に
桜
山
い
ざ
る

主
こ
る

慮
、依

創
的
に
て
が
税
一

W官
邸
町
駅
の
黙
秘
と
封
一
舵
き
鮮
総
献
の
が
似
ポ
献
の
山
町
鮮
の
ぼ
節
減
は
船
桜
町
嵐

官
せ
ざ
れ
ば
舵
ず
が
恥
訪
町
輔
な
ら

g

る
蝶
叡
よ
h
y都
市
成
総
獄
に
ま
で
釈
ふ
ぺ
き
副
知
艇
が
き
脱
，
封
一
智
に

t
e

s
t
dれ
ば
艇
が
町
内
り
厳
献
を
艇
ふ
こ
主
総
は
今
・

a
t
曹
2
1
τ
L
-
-
-
b
h
N
d
F
9

せ
凶r
，
、
b
q
念
品
u
r
，
、
個
9
z

・2

松
園
田
l
L
*
'
'
田
町
晶
u
F

世
が
盆
々
遁
め
ぽ
温
むv
h
随
τ
生
活
難
と
云
ひ
ま
た
活
動
も
散
しf
な
れ
ば
随
て
現
嵐
よ
b

-
・
九
三



一
角
跨

献
鰍
.
臨
に
桃
山
町
戸
駅
長
に
る
る
訟
を
司
舵
が
や
り
説
，

m
m
-
に
よ
b
て
間
耐
仰
向
に
都
ふ
に
掛
川
ぎ
れ
ば
城
郡

‘
，
a
e
M
し
化
て
昔
ピ
コ
，
、

4

る
し
h
a
，
に
ん
げ
ん
を
い
L
ん
て
昔
げ
ん
f
h
v
口
よ
ら
い
，
、
師
宅
み
a
v
・
，

か
ら
皆
精
紳
的
に
地
獄
の
苦
を
受
り
つ
、
ゐ
る
人
間
な
れ
ば
、
精
紳
的
に
現
在
よ
り
如
来
の
光
明

9
む
よ
t
'
A
V
じ
ん
t
昔
‘
，
念
品
V
M
帖
げ
ん
ず
い
げ
者
E
・
'
ら
う
に
主
ら
い
も
酔
ら
も
A
P
P

・

に
接
鱒
し
て
精
神
的
に
生
れ
一
具
り
て
現
在
は
い
か
に
激
動
中
に
も
如
来
の
カ
を
カ
と
し
て
勇
み
進
み

，
、
b
A
7
巴
骨
ぷ
.
，
け
2
3
A
す
く
あ
記
官
位
は
A
f
M

凶

て
世
に
お
f

れ
ぬ
や
う
に
活
動
す
る
に
む
ち
ぎ
れ
ば
、
偽
殺
は
世
ぞ
救
ふ
こ
と
能
は
や
，
。
即
ち
徳
川

M
p
h
E
V
S
&
‘
，
よ
し
P
5
H
』
ん
庁
う
げ
主
ぜ
M
V
L
A
'
ま
か
肱
担
ん
Z
っ
‘
っ
て
ん
か
令
書
は
に
さ
&

家
庭
が
塁
審
上
人
の
数
化
仁
依
っ
て
精
神
に
生
れ
夏
り
て
念
備
を
以
て
天
下
を
治
む
る
働
ら
き
の
如

hり
h
F
b
4
e
担
‘
ぷ
A
J
び
と
い
炉
、
色
々
叫
ん
書
-
B
P

・
-
占

き
は
昔
に
在
b

て
色
念
備
が
人
を
活
か
し
た
る
軒
模
範
に
で
候
.

柏
、

Z
9
ま
つ
北
町
V
&
せ
い
し
穐
恥
日
v
t
を
ふ
《
〈

n
つ
再
-
'
u
'
B
害
・
ら
・
-
3
阻
ん
一
‘
ヲ
ま
っ
t
L
住
地
&
ら

合
偽
は
金
〈
人
@
精
紳
を
霊
的
に
復
活
せ
し
む
る
妙
法
に
て
候
.
合
偽
は
金
〈
死
の
震
に
非
宇

h
u
v
い
晶
F
b
‘
，
H
5
S
ふ
ら
'
H
L
ん
担
ん
且
つ
み
さ
p
、
t
O
3
h
q

唱
、-
3
ぜ
っ
し
ゅ
と
蓄
し
，
、
h
ρ
E
書

し
て
霊
仁
活
す
妙
行
じ
て
候
.
一
心
に
念
備
し
て
捕
陀
の
光
明
に
掻
取
せ
ら
る
、
時
は
心
霊
的

ル
E
〈
拘
宮
あ
た
か
巳
喝
且
p
h
ヲ
記
念
ヨ
酔
な
ふ
く
b
2
と
び
と
h
い
t
t
h
p
z

・

5
H
A
Z
っ
し
ん
曹
-
h

に
復
活
し
て
恰
も
鶏
の
卵
子
が
雛
に
帰
化
す
る
如
き
、
人
を
霊
的
仁
情
す
慮
に
念
悌
の
異
義
之
ゐ

ふ
畠
晶
富
山
V
し
事
巴
?
一
ヲ
し
つ
う
且
3
し
申
う
ひ
と
Z
っ
し
ゃ
A
，
t
主
主
巳
よ
ら
p
t
伺
う
令
。
‘
，
e
A
J
L
血
曹
は
Z
L
4

骨

b

候
.
・
一
切
衆
生
悉
有
働
性
、
人
の
傷
性
の
卵
は
如
来
の
光
明
に
揖
取
せ
ら
れ
て
初
め
て
解
也

-
a
r
阻
ん
ぷ
っ
さ
ん
a
u
t
師
う
今
a
w
-
-
'
e
っ
し
ゅ
L
ん
害
弔
骨
量
ふ
ら

'
P

す
で
L
ん
H
・
ω
b
o
-
-
3
と
量

せ
ら
る
、
。
噌
念
悌
三
味
の
み
が
光
明
に
掻
取
せ
ら
る
、
心
行
に
て
候
.
巳
に
信
念
成
歩
る
時

a
v
し
p
s
b
セ
叫
r
=
h
a
r

宇
a
'
E
P
&
す
な
必
み
M
，
、
し

n
'
み
帯
、
s
s
p
&
督
。
・
a
g
-
u

は
司
身
は
婁
婁
じ
在L9
乍
ら
必
は
揮
土
の
入
で
あ
る
、
卸
も
粥
陀
光
明
中
の
入
な
L
9

・
震
に
若
し



-
U咽
e
f
-
-
-
p
-
F

・

8

‘
4
V
S
ん
，
、
ぜ
'
b
A
J
ι
ι
h
v
む
き
恕
ん
，
、
骨
A
V

世
帯
ι
ぜ
ん
し
ん
じ
骨
骨
こ
抱

衆
生
あ
b

て
期
の
光
に
遁
ふ
岩
は
三
垢
消
滅
し
身
意
柔
嘆
に
教
事
勇
躍
し
て
善
心
生
今
と
.
是
れ
依

ぷ
9

・E
M
P
L
A
t
-
H
げ
と
い

m
か
再
a
，
智
申
告
ぜ

i
-
9
2

ふ
ら
ふ

備
は
精
神
的
に
人
を
活
す
妙
行
の
設
に
て
候
.

z
h
h
F
は
け
巴
9
t
h
H
a
'
h
，
‘
，
も
‘
，
F
τ
h
r
っ
，
、
指
u
p
内
宮
ふ
ら
ふ
か
か
t
u
v
指
刷
、
.
‘

笹
川
家
は
賓
に
よ
き
光
明
中
の
家
庭
を
遺
b

な
さ
る
御
家
に
て
候
一
家
の
家
庭
に
於
て
父
と

に
主
ら
M
V
・
，
忌
む
叫
V
B
っ
こ
m
v
し
な
〈
台
ん
の
ん
ぜ
い
し
む
ほ

母
t

は
、
如
来
の
智
慧
E

慈
悲
t

を
以
て
子
ャ
養
ふ
.
へ
き
観
音
と
勢
至
と
の
使
命
を
被
グ
た
る
也
旬
、
の

事
ふ
ら
ふ
担
a
F
j
楠

2

・
か
は
け
，
、
し
n
ん
申
ん
ぜ
い
L
'
s
睦
骨
こ
E
‘
'
U
3
t
n
う
み
や
う
'
s
k

に
て
候
.
願
{
ば
笹
川
家
の
観
昔
勢
至
主
し
て
の
父
母
'
と
し
て
御
子
供
衆
を
光
明
の
中
に
好
き

ぜ
い
U
A
V
-
-
3
唱
し
白
書
必
ら
ふ
唖
ぞ
書
ム
ら
ふ
=
a
'
t
h
v
h
置
い
ふ
胎
ι
よ
〈
晶
E
a
e
-
-
つ
&
脂
‘
=
&

性
情
を
養
ひ
候
や
う
に
望
ま
し
(
候
。
殊
に
家
庭
に
於
て
は
父
母
の
職
責
は
最
も
重
き
事
な
れ

h
H
H
V
H
悼

3
t
い
し
つ
の
ぞ
ま
っ
し
s
b
‘
，
，
位
よ
&
い
〈
何
・
3
命
事
'
な
か
い
み
酔
も
か
t
h
v
v
，
，
ョ

は
、
願
t

ば
御
内
室
に
望
み
申
候
こ
と
は
如
来
光
明
の
中
に
意
味
め
る
債
値
め
る
家
庭
中
に
御

，
，
ぃ
，
、
寺
陪
a
B
t
富
ふ
畠
b
E
な
い
し
つ
書
量
む
リ
う
る

e
e
ん
か
‘
，
こ
れ
あ
'
S
ふ
ら
巴
つ

養
育
の
ほ
を
ど
希
望
に
耐
え
宇
候
。
御
内
室
撲
に
は
賓
に
麗
は
し
き
信
仰
も
有
之
候
へ
ば
賞
に
よ

き
町
反
応
を
ぶ
る
ぺ
き
船
討
が
ぽ
械
を
献
す
ぺ
告
訴
蔀
の
が
僻
鮮
に
書
船
一
品
目
肌
ぱ
の
鰍
献
に
訴
の
村
に

』
う
あ
ま
令
書
ふ
ら
ふ
こ
と
c
-
b
ι

曹

h
v
A
阻
ん
胞
が
u
r
z
a
'
h
胞
が
減
問
傘
令
ι
書
ふ
ら
ふ

愚
郁
に
温
び
申
し
候
t

の
事
賓
に
不
思
議
な
る
の
因
縁
願
(
ば
愚
前
が
御
願
ぴ
申
候
こ
主
は
、

巴
主
品
店
V
E
師
う
み
申
う
念
品
F
3
L
a
e
〈
哲
よ
し
-
3
ぜ
い
し
ん

z
e

う
畠
コ
直
下
ヲ
い

4

申
ぞ
畠
Z
'
B
ι
b
t
a

劃
骨
舶
の
光
明
の
中
に
御
子
息
女
衆
e
e精
紳
的
に
美
は
し
{
御
養
育
の
ほ
ど
を
望
み
上
げ
候
。
術

ま
@
ι
富
島
S
3

ぴ
ル
ぬ
岬
也
T

去
を
し
草
島
&
・
9

f

き
〈
き
申
た
〈
候
へ
ど
も
後
便
に
譲
ち
申
候
.

目
先
E



九
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-
・
九
大

'
'
B

世V

菅
h
F害
，
、

b
ι
'
A
t
』P
L
E
9
h
F

‘
，
陣
叫
ん
・
・

9

し
宮
・
・

4
L
n
a，
h
，
‘
，
b

常
事
=
・

-
、
究
母
は
悲
悲
とE
義
の
観
菅
勢
至
に
て
貫
行
の
範
を
以
て
子
女
を
光
明
に
指
導
す
ぺ
き
事

b
a
p
F
、
畠

A
-
M，
、

-
L
9

た
'
t

〈

b
a，
h
苧
‘
，
ほ
A
L
ん
‘
と
づ
有
明

b
z
&

一
、
総
自
に
眠
黒
の
集
質
を
掬
汰
し
光
明
の
本
心
じ
基
き
平
和
た
る
ぺ
き
事

一
、
脚
内
山
町

h
m引
を
釈
し
焼
鈍
か
も
か
す
は
部
副
引
を
だ
♂
悦
な

b
t
般
財
す
ぺ
き
郡
司

陰
晶
見
v

，
る
は
い

a
h
v
ζ

と

一
、
都
駅
仁
恕
さ
れ
て
は
い
か
な
る
場
合
に
も
麗
し
き
色
を
艶
へ
ざ
る
事

，
、
しn
・
，
‘
，
，
‘
，
E

』V
A
-
-

且
‘
，
日

T
R
J
Y
曹
と

ζ
&

一
、
発
明
の
時
間
を
貴
重
し
徒
ら
仁
過
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
事

-
-
-
F、・

v
b
h
E

み
也
事
申
晶

M
V晶
h
F
L
a
h
h
v

書
軍
主
主

一
、
日
々
の
業
務
は
如
来
の
命
令
と
信
じ
潔
よ
〈
っ
と
む
ぺ
き
事

一
、
断
続
の
時
猷
は
山
町
駅
間

m
mの
い
ム
に
あ
る
黙
を
貯
一
般
す
ぺ
き
駅

b
L
K

申
ふ
巴
・
・
巳
孟
畠
悼
み
と

z
h
a
e
-
-
a
y

，
=
，
、
肱
，
、
，
・

9
4
E
-
-

震
に
は
4
日
一
日
如
来
に
身
心
を
献
げ
て
事
へ
ま
つ
る
こ
と
を
青
白
し
タ
に
は
一
白
い
か
に
行

量
す
，
‘
.
h
r
‘
，
B

，
，
ぇ
‘
，

a
晒
ん
.. ，
、
い
内
陣
叫
ん

Z
h
v

免
ま
と
は

n
v
e
u
F
a

皿v
h
F
，

貸
せ
し
ゃ
を
吟
味
し
盆
々
向
上
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
闇
暴
の
家
に
犯
罪
の
卵
子
は
接
生
し
ち
発
明

あ
る
ふ
前
官
に
獣
山
町
内
り
一

T
V斡
臥
す
。
即
再
販
に
聡
川
町
駅
を
な
し
民

y
b出
品v
r・9
〈
訟f
h
訟
が

れ
ハ
る
畿
日
九
一
は
較
を
な
い
蜘

m
p
-
h
吹
v
bハ
九
蜘
m
p
h耕
一v
h
A
る
ξ
一
杭
し
総
へ
令
。



九
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鋭
的
肱
駅
前
の
即
吋
駅
齢
山
岨
に
燃
て
は

m
u
d
H

に
て
献
な
〈
即
日
家
に
て
は
対
ピ
脱
却
ザ
ザ
即
臨
む
伊
れ
慾

，
け
士
ま
ご
色
事
ふ
と
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ご
ぴ

e
・
う
争
帯
〈
守
寺
そ
の
か
書
ほ
化
げ

9

に
ら
‘
ョ

9
0

・
，
寺
舎
宇

4

島
ひ
な

承
は
れ
ば
御
老
父
事
御
病
気
薬
石
其
効
な
〈
本
月
十
七
日
を
以
て
寛
に
不
蹄
の
客
と
相
成
ら
せ

a
'
B
P・
-
酬
と
と
し
帝
‘
，

E

唱
酔
9
8
ヲ
お
な
ら
あ
い
た
会
た
さ
ふ
ら
ふ
向
い
舎
こ

a・
8
d
r

ら
れ
候
と
の
事
、
生
者
必
滅
之
習
ひ
と
は
き
、
な
が
ら
哀
悼
に
堪
へ
や
候
Q

平
素
の
心
掛
り
ま
こ
と

巴
申
書
ぜ
ん
じ
ん

h
e
b
A
B
A
J
念
を
し
壱
&
ふ
色
ふ
さ
だ
巴
?
，

E
h
a
'
E
P

・'
s

，
B
S
-
e
ι
r

に
上
善
人
な
b

し
う
へ
ま
た
御
念
傭
も
申
居
ら
れ
侯
定
め
て
浮
土
に
往
生
し
候
は
む
こ
と
、
存

a
b
-
-
9拍
U
F且
ご

E
官
官

9
者
主
色
、
，
ム
ヲ
晶
ふ
く
担
拍

A
E
'
a

暑
&
晶
ら
伊
田

h
F

候
。
願
〈
は
御
一
聞
と
色
に
渡
去
せ
ら
れ
し
老
父
へ
の
迫
頑
に
は
御
念
備
を
唱
へ
て
弔
す
る
外
に

晶
ち

ι
u

，
，
し
ん
鼻
血

r主
お
す
、
ま
を

L
2
ふ
品
-
B
2
色
事
置
を
の
ご

h
s

遣
な
き
こ
と
な
れ
ば
至
誠
心
に
回
向
せ
ら
る
、
よ
う
に
御
勤
め
申
候
。
御
老
母
に
は
共
後
は
御
す

苫
ね
A
Z
n
v

さ
ふ
ら
ふ

ζ
と
民
主

S
M
V
S
Z

脅
か
げ
ぞ
ん
さ
ふ
ら
ふ

こ
や
か
に
し
て
御
念
備
を
つ
と
め
ら
れ
候
と
の
事
、
ま
こ
と
に
如
来
様
の
御
蔭
な
ら
む
と
存
じ
候
。

'
b

た
‘
，
こ
ん
ご
さ
‘
，
吋

A
-
-
-
A
h
r

‘
，
U

ん
い
た
さ
ふ
ら
ふ
巴

X
A

巳
a
S
U
F
-
-
ま
絡
む

ま
た
貴
氏
に
も
嘗
今
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叫
ん
て
の
も
い
か
に
船
と
も
政
ぴ
が
た
〈
、
艇
に
都

V
科
はω雁
新
町
総
艇
鮮
の
対
蹴
は
一
山
吋

ち
帯
‘
，
a
e
，
、
し
ん
岨
師
宅
ζ
A
巳
・
・
出
A
r
ん
み
ん
ぜ
い
L
A
は
う
晶
A
h
v
ま
か
つ
お
主

に
長
足
の
進
歩
は
峰
崎
め
、
今
日
ま
で
は
一
般
の
人
民
精
神
の
方
面
に
は
未
だ
骨
て
友
ぽ
さ
伸
子
・

9
き
o

，
‘
，
a
v
'
ん
阻
ん
は
E
み
ん
し
ん
か
〈
せ
い
L

噌
昔
げ

a
'
h
荷
主
L
F
t
h
v
は
骨
晶
A
ち
骨
H
V
O
H
F
炉
事

漸
〈
近
年
始
め
て
民
心
費
醒
し
て
、
宗
教
及
び
家
庭
の
方
面
に
注
意
す
る
傾
向
を
起
し
来
れ
b
o

-
邑
い
た
&
ζ
s
h
'
h
v
せ
加
阻
ん
た
，
、
b
a
'
h
'
'
で
ん
だ
‘
，
，
、
相
ん
切
い
書
ふ
ら
ふ
こ
&
〈
b
ん
左
‘
，
h
E
L
F
ι
h
H
9

猷
に
到
る
慮
に
於τ
青
年
の
矯
め
に
光
明
の
博
道
は
獣
迎
せ
ら
れ
候
。
殊
に
闘
東
は
品
目
よ

b

ま

r
管

ー
ん
す
4
L
a
v
-
-
，
島
い
巴
量
h
肩
書
‘
，
s
'
L
a
，
‘
，
で
ん

て
鰍
の
艇
棋
は
r
wせ
し
こ
と
少
な
き
も
の
な
れ
ば
鶴
来
時
機
に
臆
じ
て
理
想ω
宗
一
放
を
叡
停
す
る

，
、
b
A
さ
い
h
g
'
旬
、
，
、
甘
ん
と
'
申
F
h
-
T
，
、
，
h
s
‘
書
ふ
ら
ふ
寺
L
e
A
7
h
r
，
、
炉
‘
，
h
F
ん
ね
ん
ロ

φ
，
、

は
閥
西
よ
b

は
寧
ろ
聞
東
に
望
を
属
す
ぺ
き
哉
と
思
は
れ
候
。
そ
こ
で
貴
氏
折
角
の
好
因
縁
の
熟
せ

と
こ
る
い
明
書
曹
、
し
ん
し
'
巳
主
ら
い
だ
い
4
b
，
h
?
'
t
h
F
h
r
h
づ
か
，
、
-
n
'
h
a
v
'
h
v
h
v
n
v
&

』F
a
，

る
慮
、
い
ま
よ
b

勇
み
進
み
て
港
趣
し
て
、
如
来
大
光
明
の
中
に
入
り
自
ら
光
明
界
の
人
左
翼

ぜ
い
L
h
F
申
-
-
s
S
A
こ
t
L
'
r
'
-
い
a
，
だ
多
〈
h
H
'
み
事
事
t
h
F
て
ん

生
し
、
而
し
て
後
世
の
闇
黒
の
な
か
仁
さ
ま
よ
へ
る
衆
生
を
誘
導
し
て
光
明
の
中
に
轄
守
し
め
ん
よ



巳
よ
畠
肺
だ
い
限
ん

h、
しO
A
-
-
r
a
a
'

し

u
o
E
'
a
'
E
V

ん
す
い

う
に
、
如
燕
の
大
本
願
力
に
乗
し
な
さ
れ
よ
。
苑
し
て
の
も
初
め
て
静
土
な
る
に
あ
ら
宇
現
在
に
ま

，
、
i
n，
a申
P
事
じ
ん
て
ん
ち
で
あ
た
だ

3
Z

ら
た
‘
，

U
A
-
-ん
主

Z

ろ
せ
い
し
ん
て
ん

ι
A
­

た
光
明
の
新
天
地
に
出
る
能
は
今
し
て
六
道
の
街
に
4
4み
て
煩
悶
す
る
慮
の
精
紳
を
轄
じ
て
心
機
一

て
ん
民
主
も
い
だ
い
，
、

L
n，
み
申
書
.
，

A
巳
'
B
a

寺

h
a
u
v
r申
‘
，E
H
V

と
な

縛
如
来
の
大
光
明
に
闇
入
す
る
時
に
於
て
滞
土
の
人
と
成
る
こ
と
を
う
ぺ
し
。

量
民
主
何
は
兎
も
あ
れ

い
ま
r
B

ん
で
ん
だ
‘
，

h

じ
し

m
v
u
r
し
晶

f
L

‘
ふ
さ
こ
が
担
は
ら
巴
除
う
は
骨

今
自
分
ち
偉
遣
の
矯
め
西
に
東
に
慈b
っ
、
あ
れ
ば
下
総
の
小
金
ケ
原
の
自
坊
の
方
に
て
も
い
ま

っ
し
ん
し

P

げ
な
ん
畠
ん
怠
い
し
・

'
H目
‘
，

t
h
E

こ
ゐ

L

怯
‘
，

h
S
A

量
ゅ

は
費
心
者
と
下
男
の
み
に
て
あ
れ
ば
三
味
修
道
の
震
に
は
よ
き
慮
な
b

、
暫
〈
こ
、
に
来
b

て
三
時
帰

E

き

S
I
f
t
-
B

で
ん
だ
‘
，

L
t
u
F

を
修
し
時
々
は
愚
柄
の
惇
道
に
随
ふ
よ
う
に
せ
ば
い
か
立
。

普
，
晶
い
で

A
帽H
a，
ほ
L
h
v

‘
，
b
e
h
v

だ
ん
芳
主
み
ち
ぴ
あ
た
こ
唖
・
・
は
う
』
置
い
ふ
，
、

L
P
a他
国
‘A

奮
奈
の
惇
道
法
に
て
は
有
銭
の
青
男
女
を
導
〈
こ
と
能
は
守
、
此
地
方
に
於
て
ま
た
不
完
益
な
が

ぜ
い
担
A
2
9
w
a
E
，
、
担
い
そ

L

昔
富
ふ
ら
ふ
&
色

ι
‘
，
申
告

r
a
t
-
-

ら
に
青
年
の
傭
数
曾
も
組
織
し
あh
y

候
、
共
に
f

、
そ
れ
ら
と
修
養
せ
ば
ま
た
一
助
と
成
こ
主
な
ら

E

書
ふ
ら
ふ

f
t

必

ι

抽
固
た
・
'
=
，
、

t
A
n
‘
，

f
砂
，
、

b
H
F
L
‘
，

B
a
E

捨
‘
，

む
と
存
候
。
愚
納
は
い
ま
暫
ら
〈
営
固
に
て
惇
道
、
是
非
一
聞
は
下
総
の
自
坊
に
色
腸
ら
ぎ
る
を

昆
を
申
ご

r

晶
ん
は
‘
，

h
J
d
r
b

し
‘
ふ
a
E

自
主
事
ん
怠

h
v
L
'
L
h
p

得
A
γ共
御
寺
院
の
方
の
都
合
に
よb
下
総
の
自
坊
仁
て
三
昧
を
修
す
る
よ
う
に
い
た
し
て
然
る
ぺ
〈

-
T
A
E事
ふ
‘
・9

主
存
候
。

2
0
髭



O
六

量

A
Y

と
h
，
a司
~
=
~
ん
巴
曹
‘
，

F

ー
と
ん
し
'

先
は
取
敢
A
V御
返
事
ま
で
仁
。
勿
々
頓
首

九
七

曹
ん
ふ
4
2

・E
.，
〈

b
」F
E

ふ
す
ら
し
う
だ
・
，
乙
と
9
h
r
ζ
拘
量
を
こ
同
な
，
、

.. ふ
畠
a
'

欽
復
御
照
曾
U
入
山
修
道
の
事
に
付
て
は
是
は'
ζ

申
す
こ
と
ち
無
之
候
a

だ
L

こ
る
量
医
事
ふ
ら
ふ
を
申
広
島
§
ん
し
う
材
作
会
主
事
者
.
を
串
エ
ヨ
&
う
舎

m
v宮
崎

"
3
A
W

‘
，
し
辛
苦
h
p
e

蓋
は
廿
三
四
の
頃
と
畳
へ
候
、
其λ
山
修
道
せ
ん
と
の
動
機
は
其
頃
東
京
に
て
華
巌
五
教
章
の
講

曹
善
弘
汁
多

a
a
，

.
A
E
c
-
-

こ
と
且
つ

w
a，
し
ん
ち

S
A

ま
い

h
p，
こ
‘
ろ
こ
ら

義
を
聞
て
敬
相
文
字
上
の
事
は
わ
かb
て
も
偶
数
の
真
理
は
三
昧
に
入
て
紳
を
凝
す
に
あ
ら
ざ
る
よ

L

主
事
巳

'
B

ゐ
a
S
9
L

日

'
a

b

は
詮
入
す
る
こ
と
能
は
今
、
依
て
暫
ら
〈
山
に
入
れb
o

た
ら
咽
〈
ι
A
J〈
出H
a
ん
・0
4
'

は
ん

S
A
&

唱
う
包
帯
う
陰

h
p
h
v
み
な
み
低
‘
，
，

9
L
ん
を
寺
が
ん
く
つ

常
陸
園
筑
波
山
麓
よ
b

一
里
半
ば
かh
y

か
、
山
頂
よ
り
ニ
丁
許
南
の
方
に
立
身
石
て
ふ
巌
窟
あ

こ
・
‘
晶
つ
暑
を
げ
う
っ
智
雄

L
主
げ

n
v

み

a
-
a
k

乙
昌
弘
ん
ぞ
け
ん
し
主
〈
‘
ッ
こ
悼
む
書

b

。
此
に
在
て
凡
そ
一
ヶ
月
、
次
に
揚
慮
を
か
へ
て
一
ヶ
月
。
身
に
糧
ふ
慮
はb
T素
絹
食
物
は
米
婆

そ
ば
粉
な
H
F・
-
に
て
。

h
e底
，
.
‘
，

B
ん
を

A
・
.
，
‘
，
ひ
と
h
，
せ
い
か
ん
事

A
傘

h
v
L
'
a

い
t
-
t
，

大
き
な
山
な
れ
ど
ち
夜
分
は
山
中
一
人
に
て
ま
こ
と
に
静
闘
に
て
三
味
を
修
す
る
に
は
最
遁
営
に

・
ム
畠
晶
に
ふ
さ
ん
し
事
犯
事
え
う
炉
た
色
せ
い
し
ん
じ

m
v，
主
事
い
か
ん
え
‘
，
宮
ふ
ら
ふ

て
候
。
し
か
し
な
が
ら
入
山
修
道
の
要
は
形
よ
b
は
精
紳
上
の
要
意
が
肝
要
じ
て
候
。

H
v
d
v
L
'

ず
さ
い
こ
‘
，
ぴ
A
S

う
F
、

何
れ
ま
た
詳
細
は
後
便
仁
て
。
勿
々



九

八

衛
割
齢
は
配
運
爆
を
め
ぐ
う
′
ヽ
て
鷲
配
就
慰
３健
”

従
は
ォ
も
あ
れじ留
獄
二
が
」
襲
ぽ
経
ぅ赫
ヵだ

に
製
み
あ
る
べ
き
ぽ
ぶ
に
一
健
ぃ
ぜ
ガ
と

，
嚇
鍵
ぽ

も
伊
が
た
き
嬉
ぎ
な
れ
ば
配
彙
Ｌ
に
彗
僣
せ
ら
れ
ん
こ
と
をこひ毒
ひ健
彎
配
し
て
ま
た
が
ガ
瓶
幾
が
計

ぎ
を
つ
い
で
ヽ
姑
社
に
偲
ｒ
つ
ら
ん
こ
と
れ
殴
Ｌ
健
ら

一
離
割
光
義
の
配
戯
春
と
性
し
ま
た
Ｗ
驚
と
し
て
も
灯
耐
雌
の
性
の
だ
で
あ
る
か
ら
覺
機
の
も
の

に
て
轟
ぞ
と
Ｌ
ご
と
も
無
な
８健
」
鵬
鏡
ぽ
養
三
鴫
鵬
町
配
殴
へ
ぼ
ぎ
に
齢
．っ聰
が
蹴
算
な
れ
ば
、き対

辞
へ
も
畿
ヽ
く
健
て
そ
れ
ま
で
難
貯
に
″
り
て
優
晋
い
た
し
柑
ど
に
よ
れ
ば
九
帰
へ
耐
繊
す
る
が
露

難
ど
に
ぞ機
さ健
』

暉
に
し
て
も
甦
姑
社
のく遊
嚇
”
盤
に
陽
和
せ
ら
れ
む
こ
卜
を
の望
一魔
“二

０

七

勿:

く々 日ひ

々 =

和
わ

偉万
南え道了

JLI

`Z)う事二
に

忙彎
莞燿二
せ
ら
れ
大菫
:こ

い

延た
01貫
な
力ゞ
ら

報警
酬 :
|こ さ

傷薙古

ま
た

閑賀
を
響詳

え

て
績

ろ

々と
申t

述:
候
=0ふ


	空白ページ
	空白ページ



